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本報 告書 は、 日本 自転車 振興 会 か ら競輪 収益 の一部 であ る機 械工 業 振興 資金 の

補助 を受 けて作 成 した もので あ る。
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デ ー タベ ー ス は 、わ が 国 の情 報 化 の進 展 上 、 重 要 な役割 を 果 たす もの と期 待 されて い る。

今 後 、 デ ー タベ ー スの 普 及 に よ り、 わ が 国 にお い て 健全 な高 度 情 報 化社 会 の 形成 が期 待 さ

れ る。 さ らに海 外 に対 して 提 供可 能 な デ ー タベ ース の整 備 は、 国 際 的 な 情 報 化 へ の貢 献 お

よ び 自由 な情 報 流通 の 確 保 の観 点 か ら も必 要 で あ る。 しか しなが ら、現 在 わ が 国 で流 通 し

て い るデ ー タベ ー スの 中 で わ が国 独 自の もの は3割 にす ぎな いの が 現状 で あ り、 わが 国 デ

ー タベ ー ス サ ー ビス ひ いて はバ ラ ンスあ る情 報 産 業 の健 全 な発 展 を 図 るた め に は、 わが 国

独 自の デ ー タベ ー ス の構 築 お よ び デー タベ ー ス関 連 技術 の研 究 開 発 を 強 力 に促 進 し、 デ ー

タベ ー ス の拡 充 を 図 る必 要 が あ る。

この よ うな要 請 に応 え るた あ、(財)デ ー タベ ー ス振興 セ ンター で は 日本 自転車 振 興 会

か らの機 械工 業 振 興資 金 の 交 付を 受 け て 、 デ ー タベ ー スの構 築 お よび技 術 開 発 に つ い て民

間 企 業 、 団 体等 に 対 して 委 託事 業 を 実 施 して い る。委 託事 業 の 内 容 は 、 社 会 的 、経 済 的 、

国 際 的 に重 要 で 、 ま た地 域 お よ び産 業 の発 展 の 促 進 に寄与 す る と考 え られ て い るデ ー タベ

ー ス の構 築 とデ ー タベ ース 作成 の 効率 化 、流 通 の 促進 、利 用 の 円 滑 化 ・容 易 化 な ど に関 係

した ソ フ トウ ェア技 術 ・ハ ー ドウ ェア技 術 で あ る。

本 事業 の推 進 に 当 って 、 当財 団 に学 識 経 験 者 の 方 々で構 成 され るデ ー タベ ー ス構 築 ・技

術 開発 促進 委 員 会(委 員 長 山梨 学 院大 学 教 授 蓼 沼良一 氏)を 設 置 して い る。

この 「マ イ ク ロ コ ン ピュー タの プ ロ グラ マ ブ ル周辺 デバ イ スの デ ー タベ ー ス 化 」 は平 成

2年 度 の デ ー タベ ー スの 構築 促進 お よ び技 術 開 発 促進 事業 と して 、 当 財 団 が(社)日 本 シ

ステ ム ハ ウス 協 会 に対 して委 託 実 施 した課 題 の 一 つ で あ る。 この 成 果 が 、 デ ー タベ ー ス に

興 味 を お持 ち の方 々や諸 分野 の皆 様 方 の お役 に立 て れば幸 いで あ る。

な お 、平 成2年 度 デ ー タベ ー スの 構築 促進 お よび技 術開 発 促 進 事業 で 実 施 した 課題 は次

表 の とお りで あ る。
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1形 態学的 コメン トを含む病理データベースのフィー

ジビリティ調査

2災 害情報データベース支援環境の構築
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4気 候情報データベースの構築

5健 康の自己管理 と病気予防データベースの構築

6シ ルバーエイジの実態及び生活に必要な情報のデー
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7交 通事故調査データのデータベース化に関す る調査

研究
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8ア ジア太平洋交流データベースの課題性の研究

9戦 略商圏 レベルに細分化 した地域データと分析 ・提

案手法を統合化 した企画支援システムデータベース

の構築

10ネ ッ トワーク化 された地域情報データベースの有効

なマネジメン トにっいての調査研究

11徳 島市中小商業振興データベースの構築

12.九 州地域の人材情報データベース構築

㈱西日本新聞社

パラシュー ト情報開発研究会

札幌凸版印刷㈱

セ ントラル開発㈱情報図書館

RUKIT

㈱ニ ューメディア徳島

(財)九 州産業技術センター

海 外

13海 外向け国内先端技術分野中堅企業情報英文データ

ベース構築

14海 外規格(ソ 連邦国家規格)デ ータベースの整備

15政 府開発援助(ODA)に 関するデータベースの構

築調査

16専 門用語データベースシステムの機能に関す る調査

研究

17専 門家データベース構築事業

コムラインイ ンターナショナル

㈱

日本電子計算㈱

(財)日 本国際協力システム

アイ ・エヌ ・エス㈱

側)海 外貿易開発協会

技 術

18VAN用 デー タベ ース管理 システ ムの開発

19レ コー ドマネ ジメ ン ト用辞書管理 システムの開発研

究

20建 築CAD用 拡張可能 データベ ースの プ ロ トタイプ

作成

21先 進複合 材料 データベース ・プ ロ トタイプの作成

22マ イク ロコ ンピュー タのプ ログラマ ブル周辺 デバイ

スのデー タベ ース化

23書 誌 デー タベ ース用 ダイナ ミック ・シソーラスの可

能性調査 と実験

シャープ㈱

㈱オフィス総研

三菱電機㈱

(財)次 世代金属 ・複合材料研

究開発協会

(社)日 本 システムハ ウス協会

㈱紀伊國屋書店
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1.は じ め に

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 応 用 技 術 の 発 達 に よ り、 シ ス テ ム 構 築 に は ハ ー ドウ ェ ア

と ソ フ トウ ェ ア を 統 合 し て、 要 求 仕 様 を 実 現 す る 方 法 が と ら れ る よ う に な っ て き

て い る。 こ れ に よ り、 機 能 性 、 信 頼 性 、 操 作 性 、 保 守 性 、 安 全 性 、 量 産 性 な ど シ

ス テ ム 設 計 に要 求 さ れ る こ れ ら の 項 目の 水 準 を 高 め る こ とが 可 能 と な りっ つ あ る。

一 方、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 して 機 器 や シ ス テ ム を 開 発 す る 中 小 規 模 の

研 究 開 発 型 企 業 は、 人 材 を 含 め 、 慢 性 的 に 開 発 環 境 の 不 備 に悩 ま さ れ 続 け て い る。

こ れ ら の 企 業 が 人 材 、 環 境 、 プ ロ ジ ェ ク ト管 理 、 技 術 情 報 の 収 集 と把 握 と い っ た

成 長 の た め の 条 件 を 満 足 さ せ る た め に は、 多額 の 資 金 が 必 要 と な り、 個 々 の 企 業

で 対 応 す る の は 限 界 が あ る。

本 事 業 は、 人 材 に 関 して は 育 成 を 目的 と し、 開 発 環 境 に 関 して は 開 発 効 率 を 向

上 さ せ る こ と を 目的 と して い る。

今 回報 告 す る デ ー タ ベ ー ス に は、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 周 辺 デ バ イ ス の 内 容

や 、 そ の デ バ イ ス の 応 用 分 野 に 関 す る 専 門 知 識 を 格 納 して お り、 マ イ ク ロ コ ン ピ

ュ ー タ 開 発 技 術 者 が ソ フ ト ドラ イバ を作 成 す る場 合 の 開 発 環 境 の 中 で 機 能 す る。

こ の デ ー タ ベ ー ス を 応 用 す る シ ス テ ム を 構 築 す る こ と に よ り、 周 辺 デ バ イ ス を 使

用 した シ ス テ ム の 開 発 環 境 を 強 化 で き る こ とが 期 待 で き る。

本 報 告 書 で は 、 前 年 度 の 委 託 事 業 報 告 に 続 き、 対 象 デ バ イ ス の 種 類 の 追 加 、 か

っ デ バ イ ス ご と に 異 な る 仕 様 の デ ー タ ベ ー ス 化 、 お よ び デ ー タ ベ ー ス の 利 用 に つ

い て 報 告 す る。
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2デ ー タベ ー ス の構 築 体 制

デ ー タベ ー スの構 築 とそ の評 価 は、 次 の グ ル ー プで行 な った。

2.1構 築 グル ー プ

メ ンバ ー(日 本 シス テ ムハ ウス協 会 デバ イ ス専 門委 員会)

之

孝

治

史

忠

夫

眞

宜

也

昭

幸

茂

神

芳

青

邦

重

剛

勝

智

勝

原

賀

口

田

中

橋

橘

男

本

藤

村

野

大

宇

小

藤

田

高

高

岩

水

佐

野

長

目

員委

委

東海大学

ア ン ドール システムサ ポー ト

(株)ビ ッツ

(株)電 波新 聞社

(株)コ ンテ ック

(株)シ ステム コァ

(社)日 本 システムハ ウス協会

東海大学

東 海大学

東 海大学

東 海大学

担 当業務 プログ ラマ ブル周辺 デバ イスにお けるデータベース システ ム

の設計 、開発

2.2情 報提供 グループ

メ ンバ ー 社団法人 日本 シス テムハ ウス協会

データベース専 門委員 会

担 当業務 各種 プログラマ ブルデバ イスの資料 を収集 した。
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3.デ ー タ ベ ー ス の 概 要 、. .・'

3,1利 用 の 目 的

プ ロ グ ラ マ ブ ル 周 辺 デ バ イ ス の 初 期 化 プ ロ グ ラ ム の 自 動 生 成

3,2対 象 ユ ー ザ

シ ス テ ム ハ ウ ス を は じ め と す る ユ ン ピ ュ 日 夕 関 連 会 社 に お け る マ イ ク ロ コ ン

ピ ュ ー タ 応 用 技 術 者 や 通 信 、 電 子 関 連 技 術 者

3.3登 録 デ バ イ ス の 種 類 、'

前 回 ま で の 報 告 書 の デ ー タ ベ ー ス に 登 録 さ れ て い た 周 辺 デ バ イ ス は

①i82511[Universa1SynchronousAsyncronousReceiverTransmitter]

(シ リ ア ル ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス 用 周 辺 デ バ イ ス 、 イ ン テ ル)

②i8251A(改 良 型)'

(シ リ ア ル ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス 用 周 辺 デ バ イ ス 、 イ ン テ ル)

③M5L8251AP-5

(シ リ ア ル ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス 用 周 辺 デ バ イ ス 、.三 菱)

④Z80SIO[DualAsynchronousReceiver/Transmitter]

(シ リ ア ル ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス 用 周 辺 デ バ イ ス 、 ザ イ ロ グ)

⑤ μPD72001[Multi-ProtocolSerialController]

(シ リ ア ル ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス 用 周 辺 デ バ イ ス 、NEC)

⑥i8255[Programableperiphera11nterface]・

(パ ラ レ ル ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス 用 周'辺 デ バ イ ス 、 イ ン テ ル)

⑦i8255・A-5(改 良 型)

(パ ラ レ ル ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス 用 周 辺 デ バ イ ス 、 イ ン テ ル)

⑧Z80PIO[ParallelInput/OutputController]

(パ ラ レ ル ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス 用 周 辺 デ バ イ ス 、 ザ イ ロ グ)

⑨i8253[ProgramablelntervalTimer]

(タ イ マ ・ カ ウ ン タ/ク ロ ッ ク 用 周 辺 デ バ イ ス 、 イ ン テ ル)

⑩Z80CTC[CounterTimerCircuit]

(タ イ マ ・ カ ウ ン タ/ク ロ ッ ク 用 周 辺 デ バ イ ス 、 ザ イ ロ グ)
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⑪i8259[ProgramablelnterruptContr。11er]

(割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ 用 周 辺 デ バ イ ス 、 イ ン テ ル)

⑫ML8259AP-5[ProgramableInterruptController]

(割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ 用 周 辺 デ バ イ ス 、 三 菱)

新 た に追 加 登 録 す る デ バ イ ス は 以 下 の デ バ イ ス で あ る。

①MC6844[DirectMemoryAccessController]

(DMAコ ン ト ロ ー ラ 用 周 辺 デ バ イ ス,モ ト ロ ー ラ)

②MSM6242RS[RealTimeClock]

(タ イ マ ・ カ ウ ン タ 用 周 辺 デ バ イ ス 、 沖 電 気)

③MC6845[CRTController]

(CRTコ ン ト ロ ー ラ 用 周 辺 デ バ イ ス 、 モ ト ロ ー ラ)

④ μPD7220A[CRTController]

(CRTコ ン ト ロ ー ラ 用 周 辺 デ バ イ ス 、NEC)

⑤ μPD3301[CRTController]

(CRTコ ン ト ロ ー ラ 用 周 辺 デ バ イ ス 、NEC)

⑥ μPD7210[GPIBInterfaceController]

(GPIBイ ン タ ー フ ェ ー ス 用 周 辺 デ バ イ ス 、NEC)

⑦i8291A[GPIBTalker/Listener]

(GPIBイ ン タ ー フ ェ ー ス 用 周 辺 デ バ イ ス 、'イ ン テ ル)

⑧i8292[GPIBController]

(GPIBイ ン タ ー フ ェ ー ス 用 周 辺 デ バ イ ス 、 イ ン テ ル)

⑨ μPD7201A(同 期 ・非 同 期)[Multi-ProtocolSerialController]

(リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス 用 周 辺 デ バ イ ス 、NEC)

⑩ μPD7201A(ハ ンド シェイク)[Multi-ProtocolSerialController]

(リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス 用 周 辺 デ バ イ ス 、NEC)

3.4デ ー タ ベ ー ス の 内 容

周 辺 デ バ イ ス の マ ニ ュ ア ル か ら、 周 辺 デ バ イ ス の 初 期 化 情 報 を 抽 出 しデ ー

タ ベ ー ス 化 した。
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4.デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の 内 容

今 回 作 成 し た デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム は 、MS-WINDOWS上 で デ ー タ ベ

ー ス の 構 築 を 行 っ て い る 。 こ れ に よ り、MS-WINDOWSの 特 徴 を 生 か し た

デ ー タ が 格 納 で き る ほ か 、 初 期 化 シ ー ケ ン ス プ ロ グ ラ ム 自 動 生 成 シ ス テ ム の プ ロ

ト タ イ プ 作 成 が 容 易 と な っ た 。
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図4.1シ ス テ ム 環 境
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5.デ ー タ ベ ー ス の 構 造

デ ー タ ベ ー ス の 構 造 は 、 図5.1に 示 す よ う に、 木 構 造 に な っ て い る 。 デ ー タ

は ノ ー ド に よ り 分 類 さ れ 、 リ ー フ に 格 納 さ れ て い る 。 図5.1は ル ー トか ら の

ノ ー ド分 岐 の み を 示 し た も の で あ る 。

周 辺 デ バ イ ス の 仕 様 記 述 は、 一 般 に3っ の 部 分 に分 類 可 能 で あ る。

① 物 理 的 情 報 ノ ー ド

電 気 的 特 性 な どの 物 理 的 側 面 で、 周 辺 デ バ イ ス を 捕 ら え た と き の 情 報 。

② 論 理 的 情 報 ノー ド

初 期 化 に 関 す る情 報 な どの 周 辺 デ バ イ ス を、 論 理 的 側 面 で 捕 ら え た と き の 情 報 。

③ 解 説 情 報 ノ ー ド

周 辺 デ バ イ ス 固 有 の 専 門 用 語 、 概 念 な ど に 関 す る 情 報 。

デ ハ イ ス

∴ ∴
図5.1デ ー タ ベ ー ス の 構 造
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5.1物 理 的 情 報 ノ ー ド

こ こ で は 、 物 理 的 情 報 に 関 す る デ ー タベ ー ス の 構 造 に つ い て 示 す。

周 辺 デ バ イ ス を、 物 理 的 側 面 で 捕 らえ た情 報 は、 初 期 設 定 に 関 す る情 報 と の

関 連 は な い が 、 本 デ ー タ ベ ー ス の 精 度 向 上、 お よ び デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の

発 展 を考 え る上 で 必 要 で あ る。

本 デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の 基 本 構 造 は、 周 辺 デ バ イ ス の 初 期 化 プ ロ グ ラ ム

自動 生 成 で あ る が、 物 理 的 情 報 ノー ドの 取 入 れ に よ り、 配 線 情 報 な どの 提 供 が

可 能 に な る。

上 述 した よ う に、 デ ー タベ ー ス ・シ ス テ ム の 発 展 を 考 慮 して 、 今 回 デ ー タ ベ

ー ス の 構 造 に、 物 理 的 情 報 ノ ー ドを 取 り入 れ た。 図5,3は 、 物 理 的 情 報 の 構

造 で あ る。

図5,2物 理 情 報 に お け る 階 層 構 造
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5.2論 理 的 情 報 ノ ー ド

こ こ で は、 論 理 的 情 報 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス の 構 造 に つ い て 示 す 。

論 理 的 情 報 は、 初 期 設 定 情 報、 ア ク セ ス 情 報 、 ス テ ー タ ス 情 報 に分 け ら れ る。

周 辺 デ バ イ ス を 直 接 使 用 す る プ ロ グ ラ ム は、 この い ず れ か の 情 報 を使 用 す る。

初 期 設 定 情 報 は、 デ バ イ ス の 初 期 化 プ ロ グ ラ ム を作 成 す る た め の 情 報 の 一 つ で

あ る。 デ バ イ ス の リセ ッ ト して か ら初 期 値 設 定 ま で の 各 デ バ イ ス 固 有 の 情 報 を

扱 う。 ア ク セ ス情 報 、 ス テ ー タ ス 情 報 は 、 そ れ ぞ れ デ バ イ ス の 動 作 、 状 態 を 示

す 情 報 で 上 位 階 層 の プ ロ グ ラ ム と密 接 にっ な が る。

以 下 示 す 図5.2は 、 論 理 的 情 報 の 構 造 で あ る。

物 理 的 情 報 論 理 的情 報

初 期 化 シ ー ケ ン ス

コ ー デ ィ ン グ フ ロ ー

解 説 情 報

禁 則 情 報

設 定 フ ロ ー

図5.3論 理 情 報 に お け る 階 層 構 造 の 例
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5,3解 説 情 報 ノ ー ド

こ こ で は、 解 説 情 報 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス の 構 造 に つ い て 示 す 。

解 説 情 報 は、 主 に 論 理 的 情 報 に対 応 して い る。 した が っ て、 解 説 情 報 ノ ー ド

以 下 の 構 造 は、 論 理 的 情 報 ノ ー ド以 下 の 構 造 に 依 存 して い る。

図5.4に 解 説 情 報 の 構 造 を 示 す。

論 理 的 情 報

概 要

ポ ー ト情 報

ワ ー ド情 報

専 門 用 語 情 報

図5.4論 理 情 報 に お け る 階層 構 造 の 例
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5.4標 準 デ ー タベ ー ス 構 造

上 記5.1、5.2、5,3の 構 造 か ら、 標 準 デ ー タ ・ベ ー ス 構 造 を 図5,

5の 構 造 で 定 義 す る。

汎 用 デ バ イ ス

物 理 向勺'情報 解 説 情 報

形 状 名 称

専P『 用 言吾・1青報

電 気 特 性 情 報 概 要
ピ ン 情 報

モ ー ド 情 報論 理 的 情 報

部 ロ ジ ッ ク 情 報 ワ ー ド情 報

初 期 設 定 ア ク セ ス 情 報

ス テ ー タ ス 情 報

ポ ー ト共 有 情 報

初 期 化 シ ー ケ ン ス

コ ー デ ィ ン グ フ ロ ー

設 定 フ ロ ー

禁 則 情 報

図5.5標 準 デ ー タ ・ベ ー ス 構 造
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6.デ ー タ ベ ー ス の フ ォ ー マ ッ ト

こ こ で は、 汎 用 デ バ イ ス の 仕 様 に お け る初 期 化 仕 様 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス 化 を

考 慮 し、 仕 様 に 含 ま れ る情 報 を デ ー タ ベ ー ス の 項 目 と して 抽 出 す る。

デ ー タ ベ ー ス の 項 目の 分 類 は、 大 別 して物 理 的 な 側 面 、 論 理 的 な 側 面 か ら 行 う。

物 理 的 な 側 面 と は、 汎 用 デ バ イ ス の 仕 様 に お け る 外 観 、 名 称 、 電 気 特 性 な ど を 示

す 。 論 理 的 側 面 と は、 汎 用 デ バ イ ス の 仕 様 に お け る概 念 、 初 期 化 手 順 な ど を 示 す。

以 下 こ れ ら を、 仕 様 に お け る物 理 的 情 報 、 論 理 的情 報 と呼 ぶ。

ま た、 デ ー タベ ー ス を 構 成 す る各 々の リ ー フ に 関 す る 内 容 お よび フ ォー マ ッ ト

につ い て 以 下 に 示 す 。

6.1デ ー タ ベ ー ス の 項 目 構 成

デ ー タ ベ ー ス の リ ー フ に格 納 す る デ ー タ の 内 容 を論 理 情 報,物 理 情 報,解 説 情

報 に分 類 す る。 こ こ で は 、 各 々 の 情 報 を 構 成 す るデ ー タ ベ ー ス項 目 を 示 す 。

(1)物 理 的 情 報 に つ い て

① メ ー カ 名

デ バ イ ス の 製 造 メ ー カ 名 が 格 納 さ れ る。

② 形 状 分 類

デ バ イ ス の パ ッ ケ ー ジ の 種 類 が 格 納 さ れ る。

③ 製 造 方 法

デ バ イ ス の 製 造 プ ロ セ ス が 格 納 さ れ て い る。

④ 内 部 ロ ジ ッ ク情 報

デ バ イ ス の 内 部 構 造 を 示 した ブ ロ ッ ク 図 が 格 納 さ れ る。

⑤ ピ ン 情 報

ピ ン 情 報 リ ー フ に は 、 ピ ン 番 号 、 ピ ン 名 、 入 出 力 、 ピ ン 機 能 情 報 が 格 納 さ れ

て い る 。
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⑥ タ イ ミ ング 電 気 特 性

汎 用 デ バ イ ス の タ イ ミ ン グ特 性 図(イ メ ー ジ)の フ ァ イ ル 名 が 格 納 さ れ る。

⑦ ス イ ッ チ ン グ 特 性

推 奨 動 作 条 件 下 の タ イ ミ ン グ 特 性 に お け る項 目 の 最 大 値 ・最 小 値 等 の 特 性 値

が 格 納 さ れ る。

⑧ 推 奨 動 作 条 件

動 作 時 、 非 動 作 時 の メ ー カ が 推 奨 す る デ バ イ ス の 環 境 が 格 納 さ れ る。

⑨ 規 格

デ バ イ ス に、 か か る 電 圧 ・温 度 の 最 大 定 格 、 入 出 力 容 量 、Hi/Lowレ ベ

ル の 直 流 電 圧 、 入 出 力 の リ ー ク 電 流 、 電 源 電 圧 等 の デ バ イ ス に お け るDC特

性 が 格 納 さ れ る。

(2)論 理 的 情 報 に つ い て

① モ ー ド ・ワ ー ド

各 社 の マ ニ ュ ア ル で は 、 コ ン トロ ー ル ワ ー ドお よ び モ ー ド ワ ー ドの 概 念 が 混

同 し て い る 。 こ こ で は 、 ワ ー ド体 系 の 初 期 化 情 報 を 総 称 し て コ ン ト ロ ー ル ワ

ー ド と 呼 び 、 入 出 力 な ど の 機 能 設 定 に 用 い ら れ る 初 期 化 情 報 を モ ー ド ワ ー ド

と 呼 ぶ 。 し た が っ て 、 こ の ノ ー ドで は 、 周 辺 デ バ イ ス の 機 能 設 定 を 行 う 情 報

が 格 納 さ れ て い る 。

② コマ ン ド ・ワ ー ド

モ ー ドワ ー ドに よ っ て 設 定 さ れ た 周 辺 デ バ イ ス の 機 能 を 制 御 す る 初 期 化 設 定

情 報 が 格 納 さ れ る。

③ ス テ ー タ ス情 報

デ バ イ ス の ス テ ー タ ス を 表 す レ ジ ス タ の 情 報 を 格 納 す る。

④ 設 定 フ ロ ー

デ バ イ ス の 機 能 を設 定 す る た め の 質 問 項 目の 流 れ を格 納 す る。

一12一



⑤ コ ー デ ィ ン グ フ ロ ー

モ ー ドの 設 定 等 に 順 序 、 タ イ ミ ン グ を 持 つ デ バ イ ス が あ る。 こ の リ ー フ に 、

初 期 化 プ ロ グ ラ ム の コ ー デ ィ ン グ 順 序 を 格 納 す る。

⑥ ア クセ ス情 報

制 御 線 の 設 定 に よ っ て 定 ま る、 汎 用 デ バ イ スの ア ク セ ス情 報 が 格 納 さ れ る。

⑦ ポ ー ト共 有 情 報

周 辺 デ バ イ ス に は 、 コ ス トパ フ ォ ー マ ン ス を 上 げ る た め に 複 数 の ポ ー トを

持 つ デ バ イ ス が あ り、 そ の 複 数 の ポ ー トを 同 時 に使 用 す る に は、 い く っ か の

条 件 が 付 加 さ れ る。 ポ ー ト共 有 情 報 の リー フ に は、 こ の た め の 情 報 を 格 納 す

る。

(3)解 説 情 報 に つ い て

周 辺 デ バ イ ス の 基 本 機 能 な ど の 概 要 情 報 が 格 納 さ れ て い る。

① 機 能 情 報

モ ー ド情 報 ノー ドに リ ン ク さ れ て い る機 能 情 報 リ ー フ で は、 モ ー ドワ ー ド

に よ っ て 設 定 さ れ る 各 機 能 にっ い て の 機 能 情 報 が 格 納 さ れ て い る。

② ポ ー ト情 報

モ ー ド別 に割 り 当 て ら れ る ポ ー トの 情 報 とモ ー ドの 共 有 条 件 の 情 報 が 格 納

さ れ て い る。

③ コ マ ン ドワ ー ド

コ マ ン ドワ ー ドに 関 す る解 説 情 報 が 格 納 さ れ て い る。

④ モ ー ドワ ー ド

モ ー ドワ ー ドに 関 す る 解 説 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。

⑤ ス テ ー タ ス ワ ー ド

ス テ ー タ ス ワ ー ド に 関 す る 解 説 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。

⑥ 専 門用 語情 報

周辺 デ バ イ ス固有 の 専 門用語 に関 す る解説 情報 が格 納 され て い る。
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⑦ 概 要

周 辺 デ バ イ ス の 特 徴 に 関 す る 解 説 情 報 が 格 納 さ れ て い る。

6,2デ ー タ ベ ー ス の 項 目 に 関 す る フ ォ ー マ ッ ト

上 述 し た6.1節 の デ ー タ ベ ー ス 項 目 に 対 応 す る デ ー タ ベ ー ス の フ ォ ー マ ッ ト

を 示 す 。

(1)製 品 情 報

① デ バ イ ス 名

デ バ イ ス 名 は 、 製 造 会 社 の 製 品 名 を 記 載 す る。 た だ し改 良 型 に つ い て は、

-2やAな ど の 文 字 を っ け た 製 品 名 で、 登 録 す る。

名称 読 み

文字 列 文 字列

名 称:汎 用 デ バ イ ス メー カ に よ る 製 品 名(全 角 文 字)

読 み:製 品 名 の カ タ カ ナ で の 読 み

(2)物 理 的 情 報 に つ い て

① メー カ 名

リ ン ク 情 報 名称 読 み

～ 数 値 文 字列 文 字 列(カ タ カ ナ)

リ ン ク情 報:次 の レ コ ー ドの ポ イ ン タ

名 称:汎 用 デ バ イ ス の 製 造 メ ー カ名

読 み:海 外 メ ー カ の 英 文 名 ・和 文 名 の 混 乱 を 避 け る た め に カ タ カ ナ で の 読

み を 追 加 す る。
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② 形 状 分類(外 形)

リ ン ク情 報 形 状

数 値 文字 列

リ ン ク 情 報:次 の レ コ ー ドの ポ イ ン タ

形 状:汎 用 デ バ イ ス の パ ッ ケ ー ジ の 種 類 。DIPを 優 先 す る 。

DIPが な い 場 合QFP、PLCCを 記 載 。

③ 製造 方法

リ ン ク情 報 製造 方法

文字 列 文 字列

リ ン ク 情 報:次 の レ コ ー ドの ポ イ ンタ

製 造 方 法:汎 用 デ バ イ ス の 製 造 プ ロ セ ス を 示 す。

④ 内部 ロ ジ ッ ク情 報

この 情 報 は 視 覚 的 情 報 と して、 デ ー タベ ー ス に格 納 さ れ る。 そ の た め

デ ー タ は デ ー タ ベ ー ス 構 築 環 境 に依 存 す る。

リ ン ク情 報 参 照 フ ァ イ ル 名

数 値 文 字列

リ ン ク情 報:次 の レ コー ドの ポ イ ン タ

参 照 フ ァ イ ル 名:視 覚 的 情 報 に対 応 す る フ ァ イ ル 名 、 ま た は 文 字 列 番 号
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BUS

l/○

内 部

制 御 回 路

ボ ー レ イ ト

ジ ェ ネ レ ー タA

チ ャ ネ ルA

レ ジ ス タ
デ ィ ス ク リ ー ト

制 御 お よ び

ス テ ー タ スA

デ ィ ス ク リ ー ト

制 御 お よ ひ

ス テ ー タ スB

図6.1デ バ イ ス の 内 部 構 造 を 示 した イ メ ー ジ の 例

⑤ ピ ン情報

ピ ン情 報 とは、 汎 用 デ バ イ ス の 端 子 に 関 す る仕 様 情 報 で あ る。 端 子 に 関 す る

仕 様 に は端 子 の 名 称 、 端 子 の 記 号 、 端 子 機 能 概 要 が あ る。

リ ン ク 情 報 記 号 名 称 デ ー タ 方 向 機 能

数値 文字 列 文 字 列 文 字列 文 字列

リ ン ク情 報:次 の レ コ ー ドの ポ イ ン タ

記 号:汎 用 デ バ イ ス の ピ ン 番 号

名 称:ピ ン番 号 に 対 す る 名 称

デ ー タ 方 向:各 々 の ピ ン に 対 す る デ ー タ 方 向

機 能:各 々 の ピ ン に 対 す る 機 能 概 要
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⑥ タ イ ミ ン グ 電 気 特 性

こ の 情 報 も視 覚 的 情 報 と して、 デ ー タ ベ ー ス に格 納 さ れ る。 そ の た め

デ ー タ は デ ー タベ ー ス 構 築 環 境 に依 存 す る。

リ ン ク情 報 参 照 フ ァ イ ル 名

数値 文字 列

リ ン ク 情 報:次 の レコ ー ドの ポ イ ン タ

参 照 フ ァ イ ル名:視 覚 的 情 報 に 対 応 す る フ ァ イ ル 名 ま た は 文 字 列 番 号

匹

図6,2タ イ ミ ン グ 図 の 例
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⑦ ス イ ッ チ ン グ 特 性

ス イ ッ チ ン グ特 性 に は、 タ イ ミ ン グ特 性 の イ メー ジ図 に記 載 さ れ て い る 記 号

に 関 す る 情 報 が 入 る。 そ の た め タ イ ミ ン グ 電 気 特 性 の デ ー タが 前 提 条 件 と し

て 必 要 と な る。

リ ン ク情 報 項 目 シ ンボ ル 最 小値 最 大値 単位 テ ス ト条 件

数 値 文 字 列 文 字列 数値 数値 文 字列 文 字 列

リ ン ク情 報:次 の レ コ ー ドの ポ イ ン タ

項 目:最 大 定 格 ま た はDC特 性 に 示 さ れ る 名 前

シ ン ボ ル=項 目 を あ らわ す 記 号

最 小 値 、 最 大 値:上 記 の 記 号 に 対 す る数 値

単 位:最 小 値 、 最 大 値 に用 い ら れ る 単 位

テ ス ト条 件:上 記 の 最 小 、 最 大 値 の 測 定 条 件 ま た は、 動 作 条 件

⑧推 奨動 作 条件

推 奨 動 作 条 件 は、 メ ー カ が 推 奨 す る デ バ イ ス の 動 作 の 規 格 で あ る 。

リンク情 報 項 目 シンボ ル 最 小値 標 準 値 最 大値 単位 テスト条 件

数値 文 字列 文 字列 数 値 数値 数値 文 字列 文 字列

リ ン ク 情 報:次 の レ コ ー ドの ポ イ ン タ

項 目:推 奨 動 作 条 件 を 定 め られ た項 目 の 名 前

シ ン ボ ル:推 奨 動 作 条 件 の 項 目 に つ け ら れ た 記 号

最 小 値 、 標 準 値 、 最 大 値:上 記 の 記 号 に 対 す る 数 値

単 位:最 小 値 、 最 大 値 に 用 い られ る単 位

テ ス ト条 件:上 記 の 最 小 、 最 大 値 の 測 定 条 件 ま た は、 動 作 条 件
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⑨規 格

規 格 に は デ バ イ ス の 最 大 定 格 ・DC特 性 が、 格 納 さ れ る。

リ ン ク情 報 項 目 シ ン ボ ル 最 小値 最 大値 単 位 テ ス ト条 件

数値 文 字 列 文 字列 数値 数 値 文字 列 文字 列

リ ン ク情 報:次 の レ コ ー ドの ポ イ ン タ

項 目:最 大 定 格 ま た はDC特 性 に示 さ れ る名 前

シ ン ボ ル:項 目を あ ら わ す 記 号

最 小 値 、 最 大 値:上 記 の 記 号 に 対 す る数 値

単 位:最 小 値 、 最 大 値 に用 い られ る単 位

テ ス ト条 件:上 記 の 最 小、 最 大 値 の 測 定 条 件 ま た は、 動 作 条 件

(3)論 理 的 情 報 につ い て

モ ー ド ワ ー ド ・ コ マ ン ド ワ ー ド ・ ス テ ー タ ス 情 報

① モ ー ド ・ ワ ー ド

マ ニ ュ ア ル な どの 機 能 設 定 を 行 う、

応 ず る ス ロ ッ トを 以 下 に 示 す 。

モ ー ド情 報 ま た は モ ー ド ・ コ マ ン ド に 対

リ ン ク 情 報 内部 リンク情報 設定 情報1 設 定 情報2

数 値 数値 文字 列 文 字列

リ ン ク 情 報:モ ー ド ・ワ ー ド設 定 情 報 の ビ ッ ト情 報 に 対 応 し て い る 。 ま た 、

次 の レ コ ー ドの ポ イ ン タ と し て 利 用 さ れ る 。

内 部 リ ン ク 情 報:モ ー ド ・ワ ー ド設 定 情 報 の 内 、 そ の 設 定 が 複 数 ビ ッ ト に 及

ぶ 場 合 、 そ の ビ ッ トの リ ン ク 情 報 を 登 録 す る 。

設 定 情 報1,設 定 情 報2:モ ー ド ・ワ ー ド設 定 情 報 の 各 ビ ッ ト に 対 応 す る 設

定 時 の 設 定 状 態 ま た は 、 設 定 の 意 味 を 表 す 。
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② コ マ ン ド ・ ワ ー ド

コ マ ン ド ・ワ ー ドに 対 応 す る ス ロ ッ トに含 ま れ る 情 報 は、 機 能 設 定 に 対 応

す る制 御 情 報 で あ る。

リ ン ク情 報 設定 条件1 設 定 条件2 禁則 事 項

数 値 文字 列 文 字列 文字 列

リ ン ク 情 報:コ マ ン ド ・ワ ー ド設 定 情 報 の ビ ッ ト情 報 に 対 応 し て い る 。 ま た 、

次 の レ コ ー ド の ポ イ ン タ と し て 、 利 用 さ れ る 。

設 定 条 件1,2:コ マ ン ド ・ワ ー ド設 定 情 報 の 各 ビ ッ トに 対 応 す る 設 定 時 の

設 定 状 態 、 ま た は 設 定 の 意 味 を 表 す 。

禁 則 事 項:モ ー ド ・ワ ー ドや コ ン ト ロ ー ル ・ワ ー ド に 対 応 す る 機 能 設 定 の 条

件 に よ っ て 制 限 さ れ る コ マ ン ド ・ワ ー ド情 報 。

③ ス テ ー タ ス ・ ワ ー ド

マ ニ ュ ア ル な ど の ス テ ー タ ス 情 報 取 得 用 設 定 ワ ー ドに 対 応 す る ス ロ ッ トで

あ る。

リ ン ク情 報 設定 条 件1 設 定 条 件2『

数 値 文字 列 文 字 列

リ ン ク 情 報:ス テ ー タ ス ・ワ ー ド設 定 情 報 の ビ ッ ト情 報 に 対 応 し て い る 。 ま

た 、 次 の レ ー コ ドの ポ イ ン タ と し て 利 用 さ れ る。

設 定 条 件1,2:ス テ ー タ ス ・ ワ ー ド設 定 情 報 の 各 ビ ッ ト に 対 応 す る 設 定 時

の 設 定 状 態 ま た は、 設 定 の 意 味 を 表 す 。

(※)コ ン ト ロ ー ル ・ ワ ー ド

コ ン トロ ー ル ・ワ ー ドの 下 位 概 念 に モ ー ド ・ワ ー ド が 存 在 し な い 汎 用 デ バ イ

ス に お い て は 、 以 下 に 示 す ス ロ ッ トを 構 築 す る 。
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リ ン ク 情 報 内 部 リ ン ク 情 報 設定 情報1 設定 情 報2

数 値 数 値 文 字列 文字 列

リ ン ク 情 報:コ ン ト ロ ー ル ・ワ ー ド設 定 情 報 の ビ ッ ト情 報 に 対 応 し て い る 。

ま た 、 次 の レ コ ー ドの ポ イ ン タ と し て 利 用 さ れ る。

内 部 リ ン ク 情 報:コ ン ト ロ ー ル ・ワ ー ド設 定 情 報 の う ち 、 そ の 設 定 が 複 数 ビ

ッ ト に お よ ぶ 場 合 、 そ の ビ ッ トの リ ン ク 情 報 を 登 録 す る。

設 定 情 報1,設 定 情 報2:コ ン ト ロ ー ル ・ ワ ー ド設 定 情 報 の 各 ビ ッ ト に 対 応

す る 設 定 時 の 設 定 状 態 ま た は 設 定 の 意 味 を 表 す 。

④ 設 定 フ ロ ー

設 定 フ ロ ー と は、 汎 用 デ バ イ ス に対 す る機 能 要 求 の 手 順 を 示 す。

ユ ー ザ の レベ ル に 応 じた 設 定 フ ロ ー を そ れ ぞ れ 設 け る こ と で、 柔 軟 な シ ス テ

ム 環 境 が 構 築 で き る。 以 下 に 設 定 フ ロ ー の ス ロ ッ トを 示 す。

リ ン ク情 報 要 求 内容 参 照 テ ー ブ ル 外 部 リ ン ク情 報

数値 文 字列 文字 列 数値

リ ン ク 情 報:次 の レ コ ー ドの ポ イ ン タ

要 求 内 容:モ ー ド ワ ー ド、 コ マ ン ドワ ー ドの 設 定 内 容 に 対 す る 質 問 項 目

参 照 テ ー ブ ル:モ ー ド ワ ー ド、 コ マ ン ド ワ ー ドな ど の テ ー ブ ル

外 部 リ ン ク 情 報:参 照 テ ー ブ ル の ポ イ ン タ

⑤ コ ー デ ィ ン グ ・ フ ロ ー

コ ー デ ィ ン グ ・フ ロ ー と は 、 初 期 化 シ ー ケ ン ス プ ロ グ ラ ム の コ ー デ ィ ン グ

の 手 順 を 示 す 。 コ ー デ ィ ン グ の 手 順 に は 、 レ ジ ス タ の 設 定 順 序 の 情 報 が 含 ま

れ て い る 。
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初 期 化 プ ロ グ ラ ム は 、 以 下 に 示 す 処 理 か ら構 成 さ れ る。

○ 前 処 理

○ モ ー ド ・ワー ド挿 入

○ コ マ ン ド ・ワ ー ド挿 入

○ レジ ス タ処 理

○ リセ ッ ト処 理

○ ル ー プ処 理

○ 後 処 理

上 記 に列 挙 した 構 成 部 分 を 以 下 の ス ロ ッ トへ 処 理 コ マ ン ドと して 利 用 す る。

リ ン ク 情 報 処 理 コ マ ン ド 引数1 引数2

数 値 文 字列 文 字列 文 字 列

リ ン ク 情 報:次 の レ コ ー ドの ポ イ ン タ

処 理 コ マ ン ド:上 記 の 「前 処 理 」 等 の 処 理 コ マ ン ド を 表 す 。

引 数1、 引 数2:処 理 コ マ ン ド の 引 数 、 ま た は ア セ ン ブ ラ な ど の 処 理 コ マ ン

ドの 一 部 と し て 表 す 。

⑥ ア ク セ ス 情 報

リ ン ク 情 報 制 御 線1 制御 線2 ア ク セ ス 状 態

数 値 文 字 列 文字 列 文字 列

リ ン ク 情 報:次 の レ コ ー ドの ポ イ ン タ

制 御1、 制 御2:ア ク セ ス 状 態 を 決 定 す る制 御 線 の 設 定 状 態 を 示 す 。

ア ク セ ス 状 態:制 御 線 の 設 定 に よ っ て 定 ま る 汎 用 デ バ イ ス の ア ク セ ス 状 態

を 示 す 。

一22一



⑦ ポ ー ト共 有 情 報

ポ ー ト共 有 情 報 と は、 ポ ー トを 複 数 持 つ 汎 用 デ バ イ ス に お け る、 ポ ー ト共

有 条 件 に 関 す る仕 様 で あ る。

リ ン ク 情 報 ポ ー ト情 報 機 能情報 制限 規約

数 値 文 字列 文字列 文字 列

リ ン ク情 報:次 の レ コ ー ドの ポ イ ン タ

ポ ー ト情 報:汎 用 デ バ イ ス に よ っ て 利 用 可 能 な ポ ー トを 表 す

機 能 情 報:ポ ー トに 対 して 設 定 す る 機 能 を 表 す

制 限 規 約:ポ ー トの 利 用 に お け る制 限 事 項 を表 す

(4)解 説 情 報 にっ い て

① 概 要

② 機 能 情 報

③ ポ ー ト情 報

④ コ マ ン ド ・ワ ー ド

⑤ モ ー ド ・ワ ー ド

⑥ ス テ ー タ ス ・ワ ー ド

⑦ 専 門 用 語

解 説 情 報 の ノ ー ドは 、 上 記 の ① か ら ⑦ の リ ー フ を 持 つ が 、 各 リ ー フ の ス ロ ッ ト

は 、 下 の 形 式 で デ ー タ ベ ー ス 化 さ れ る 。 図6.4に 概 要 の リ ー フ の デ ー タ ベ ー

ス 化 の 例 を あ げ る 。

文 字列

解 説:デ バ イ ス の 解 説 情 報 を 記 載 す る。
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機 能 概 要:M5L8251AP-5は 、 デ ー タ 通 信 用

USARTで 、CPUの 周 辺 回 路 と して 使 用 さ れ 、IB

M社 のBI-SYNC方 式 を 含 め 、 シ リ ア ル デ ー タ 転 送

方 式 の 動 作 プ ロ グ ラ ム が 指 定 可 能 で す 。

USARTは 、CPUか ら パ ラ レ ル ・デ ー タ を 受 信 し て

シ リ ア ル ・デ ー タ に 変 換 さ れ 、TxD端 子 よ り、 送 出 し

ま す 。 ま た 、RxD端 子 に 外 部 回 路 よ り 送 り 込 ま れ た デ

ー タ を 受 信 し て 、 パ ラ レ ル ・デ ー タ と し てCPUに 送 り

ま す 。

図6,4概 要 ス ロ ッ トの デ ー タ ベ ー ス の 例

7.デ ー タ ベ ー ス 化 の 手 順

以 下 に デ ー タ ベ ー ス作 成 の 手 順 を 示 す 。

1

2

3

4

デ ー タベ ー ス 化 す る周 辺 デ バ イ ス の 仕 様 か ら初 期 化 情 報 を 抽 出 す る。

抽 出 した 情 報 を 上 述 した 木 構 造 の ノー ドに 分 類 す る。

分 類 した 情 報 を6.2で 定 め た フ ォ ー マ ッ トに 変 換 す る。

各 リー フ を1つ の フ ァ イ ル名 で デ ィ ス ク に セ ー ブ す る。

8.デ ー タ ベ ー ス の 利 用

こ こ で は、 汎 用 デ バ イ ス の デ ー タ ベ ー ス を 利 用 した 一 例 と して、 デ バ イ ス 初

期 化 シ ー ケ ン ス 開 発 支 援 シ ス テ ム に つ い て 述 べ る。

デ バ イ ス 初 期 化 シ ー ケ ン ス 開 発 支 援 シ ス テ ム(以 下 、 支 援 シ ス テ ム と 略 記 す

る)は 、 汎 用 デ バ イ ス の デ ー タ ベ ー ス を 利 用 し た エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム で あ る 。

支 援 シ ス テ ム の 構 成 は 、 要 求 解 析 部 、 デ バ イ ス 選 択 部 、 プ ロ グ ラ ム ・ジ ェ ネ

レ ー タ 部 、 マ ン マ シ ン ・イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 汎 用 デ バ イ ス の デ ー タ ベ ー ス か ら

な る。
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ズ
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図8,1支 援 シ ス テ ム の 構 成

支 援 シ ス テ ム は、 設 計 者 の デ バ イ ス に対 す る理 解 度 に よ っ て、 レベ ル 分 け さ

れ て お り、 そ れ ぞ れ に適 した作 業 環 境 を、 選 択 す る こ と が で き る。

最 上 位 レベ ル で は、CPUを 選 択 した後 、 デ バ イ ス の デ ー タ 長、 デ ー タ の 方 向、

制 御 方 法 を選 ぶ こ とで 、 シ ス テ ム に よ っ て 絞 り込 ま れ た デ バ イ ス が 選 択 で き る。

そ の 後 、 選 択 さ れ た 各 デ バ イ ス ご と に、 詳 細 機 能 を設 定 す る。

詳 細 機 能 設 定 は デ ー タベ ー ス の 論 理 的 情 報 の リー フ に従 っ て 、 必 要 な 項 目の み

の 質 問 が な さ れ る。 詳 細 機 能 要 求 が終 わ っ た の ち、 デ バ イ ス 数 の 最 小 化 が 自動

的 に お こ な わ れ、 初 期 化 シー ケ ン ス プ ロ グ ラ ム が 生 成 さ れ る。
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9.実 用 化 の た め の 課 題 及 び 解 決 す る 方 向 性

9,1周 辺 デ バ イ ス の 現 状 の 問 題 点 に 関 す る解 決 方 針

(1)周 辺 デ バ イ ス の デ ー タ ベ ー ス 化 に伴 う 基 本 的 な 問 題 点

・周 辺 デ バ イ ス ご と の 仕 様 記 述 の うち 、 共 通 化 、 統 一 化 で き る 記 述 形 式

部 分 と排 他 的 記 述 形 式 部 分 とを 明 確 に 分 類 す る

・マ ニ ュ ア ル ご と に異 な る 専 門 用 語 お よび 概 念 の統 一

・周 辺 デ バ イ ス の マ ニ ュ ア ル に記 述 さ れ て い る仕 様 が 不 完 全 な 場 合 や 、

一 度 利 用 しな い と理 解 で き な い よ う な 記 述 に な っ て い る 場 合 は 、 使 用

実 績 を 本 シ ス テ ム に 取 り込 む 方 法 を 開 発 し な け れ ば な ら な い

・解 説 情 報 デ ー タ ベ ー ス を 構 築 す る 場 合 、 デ ー タベ ー ス作 成 者 の 理 解 度 、

表 現 方 法 に デ ー タ ベ ー ス の 内 容 が 依 存 して し ま う

(2)多 目的 に 利 用 可 能 な 周 辺 デ バ イ ス の 仕 様 に っ い て

本 デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の 精 度 を 上 げ る た め に は、 エ キ ス パ ー トシ ス

テ ム と して の 開 発 姿 勢 が 必 要 で あ る。 例 え ば 、 ユ ー ザ の 要 求 入 力 に よ り、
ロキ

自動 的 に 実 現 可 能 な 周 辺 デ バ イ ス 名 を シ ス テ ム が 返 答 す る。 こ れ らの 機

能 は 本 シ ス テ ム に お い て 一 部 実 現 さ れ て い る。 しか し、 上 記 の 例 に お い て

シ ス テ ム が 返 答 す る 周 辺 デ バ イ ス と して 、 多 目的 に 利 用 可 能 な 周 辺 デ バ イ

ス の 検 索 は 困 難 で あ る。 こ の 問 題 は、 本 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム に 新 た な 機

能 を追 加 して 対 応 しな け れ ば な らな い 。

9.2新 た な 周 辺 デ バ イ ス の 仕 様 を取 り込 む 上 で の 問 題 点 に 関 す る解 決 方 針

UNIFY等 の 既 存 の デ ー タベ ー ス シ ス テ ム に お い て は、 デ ー タ の 追 加 、

変 更、 削 除 等 が サ ポ ー トさ れ て い る。 しか し、 今 回 報 告 す る デ ー タ ベ ー ス

シ ス テ ム は、MS-Windowsで 構 築 を 行 っ て い る た め 作 業 環 境 が 提

供 さ れ て い な い。 ま た、 デ バ イ ス の マ ニ ュ ア ル に記 述 さ れ て い る 形 式 を デ

ー タ ベ ー ス の 形 に 変 換 す る 作 業 も 人 間 の 作 業 を 介 して 行 う の で 効 率 が 悪 く、

登 録 ミ ス の 発 生 が 予 想 さ れ る。 こ れ ら は、 シ ス テ ム を構 築 に あ た り オ ー バ

ー ヘ ッ ドの 大 き な 要 因 と な る。 この 問 題 の 解 決 方 針 と して は 周 辺 デ バ イ ス

の 初 期 化 プ ロ グ ラ ム 自動 生 成 シ ス テ ム に 新 た な 機 能 と して デ ー タベ ー ス 編

集 機 能 を 追 加 す る こ とが あ げ られ る。
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資 料1

周 辺 デ バ イ ス の フ ォ ー マ ッ ト 例

デ ー タ ・ベ ー ス の フ ォ ー マ ッ ト例 をZ80PIOに つ い て 示 す 。

Z80PIOの 設 定 ワ ー ド を 以 下 に 示 す 。

① モ ー ド ・ワ ー ド

② デ ー タ ・デ ィ レ ク シ ョ ン ・ワ ー ド

③ イ ン タ ラ プ ト ・コ ン ト ロ ー ル ・ワ ー ド

④ イ ン タ ラ プ ト ・マ ス ク ワ ー ド

⑤ イ ン タ ラ プ ト ・ベ ク トル

上 記 の 設 定 ワ ー ド を 以 下 に 示 す よ う に 分 類 し、 デ ー タ ベ ー ス 化 す る 。

モ ー ド ・ワ ー ド:①

コ マ ン ド ・ワ ー ド:②,③,④

た だ し、 上 記 ⑤ は 設 定 ワ ー ド と し な い 。 上 記 ⑤ に っ い て は 要 求 設 定 順 序 情 報 お よ

び 初 期 化 シ ー ケ ン ス 情 報 の リ ー フ に デ ー タ を 登 録 す る。

次 に 上 記 ① か ら④ に っ い て の デ ー タ ・ベ ー ス の フ ォ ー マ ッ ト例 を 示 す 。

モ ー ド ・ ワ ー ド

リ ン ク 情 報 内 部 リ ン ク 情 報 設 定 条 件1 設 定 条 件2

1 2 出 力,入 力 双 方 向,ビ ッ ト

2 1 出 力,双 方 向 入 力,ビ ッ ト

3 一 一 一

. ■ ・ 含

8 一 一 一

付 表1モ ー ド ・ワ ー ドの フ ォ ー マ ッ ト例

コ マ ン ド ・ ワ ー ド1

リ ン ク 情 報 内 部 リ ン ク 情 報 設 定 条 件1 設 定 条 件2

1 一 出 力 入 力

2 一 出 力 入 力.

3 一 出 力 入 力 ・

・ ■ ・ ●

8 一 出 力 入 力

付 表2デ ー タ ・ デ ィ レ ク シ ョ ン ・ ワ ー ド の フ ォ ー マ ッ ト 例
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コ マ ン ド ・ ワ ー ド2

リ ン ク 情 報 内 部 リ ン ク 情 報 設 定 条 件1 設 定 条 件2

1 一 マスク ・フォローズoff マスク ・フォローズon

2 一 ハ イ ロ ー

3 一 ア ン ド オ ア

4 一 テ"イ ス イネーブ ルint イネーブ ルint

' ● ■ ■

8 8 一 1

付 表3イ ン タ ラ プ ト ・コ ン ト ロ ー ル の フ オ,一 マ ッ ト例

コ マ ン ド ・ ワ ー ド3

リ ン ク 情 報 内部 リン ク情報 設定 条 件1 設 定 条件2

1 一 7ビ ット・マスクon 7ヒ"ッ ト・マスクoff

2
一

6ビ ット ・マスクon 6ビ ット・マスクoff

3
一

5ビ ット ・マスクon 5ビ ット ・マスクoff

● ・ ■ ●

8 一 0ビ ット・マスクon Dビ ット・マスクon

付 表4イ ン タ ラ プ ト ・マ ス ク ・ワ ー ドの フ ォ ー マ ッ ト例

コ マ ン ド ・ ワ ー ド4

リ ン ク 情 報 内部 リン ク情 報 設 定 条 件1 設 定 条 件2

1 一 イネーブ ルインタラプ ト テ、イスイネーフ、ルインタラフ。 ト

2 一 一 一

3 一 一 一

● ■ ` ・

8 8
一 1

付 表5イ ン タ ラ プ ト ・コ ン ト ロ ー ル ・ワ ー ドの フ ォ ー マ ッ ト例

設 定 ワ ー ド に 関 す る デ ー タ ・ベ ー ス マ ッ ピ ン グ 技 法 に つ い て 次 に 説 明 す る 。

基 本 機 能 の 設 定 に 関 す る デ ー タ は モ ー ド ・ワ ー ド情 報 と し て デ ー タ ・ベ ー ス 化

す る 。 コ マ ン ド ・ワ ー ドに 関 し て は モ ー ド ・ワ ー ド に よ っ て 設 定 さ れ た 機 能 を 制

御 す る 設 定 ワ ご ド を デ ー タ ・ベ ー ス 化 す る 。
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リ ン ク 情 報 に 対 し て 設 定 ワ ー ドの ビ ッ ト番 号 を7ビ ッ ト 目 か ら 割 り 当 て る 。

上 述 の コ マ ン ド ・ワ ー ド情 報 で は 、 禁 則 事 項 の フ ィ ー ル ドを 便 宜 的 に 除 い て あ

る 。 禁 則 事 項 は モ ー ド ・ワ ー ド の 設 定 状 態 に 対 応 す る コ マ ン ド ・ワ ー ドで の 設 定

制 約 に 関 す る 情 報 で あ る 。 た だ し、Z80PIOに は 禁 則 事 項 が 存 在 しな い 。 禁

則 事 項 の 例 と し て"i8251に お け る ハ ン トモ ー ドの 設 定"が あ る 。

内 部 リ ン ク 情 報 は 複 数 ビ ッ トで1っ の 設 定 を 行 う場 合 、 設 定 が 不 定 の 場 合 、 規

定 値 の 場 合 に そ れ ぞ れ 次 の よ う に定 め る。

① 複 数 ビ ッ トで1っ の 設 定 を 行 う場 合

連 続 す る ビ ッ トの リ ン ク番 号 を 登 録 す る。

② 不 定 の 場 合

null属 性 を 登 録 す る。

③ 規 定 値 の 場 合

リ ン ク 情 報 と同 じ番 号 を 登 録 す る。 ま た、 設 定 条 件 に 規 定 値 を 登 録 す る。

ア ク セ ス 情 報 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス の マ ッ ピ ング 技 法 に 関 して 次 に説 明 す る。

ア ク セ ス 情 報 は 汎 用 デ バ イ ス の ア ド レ ッ シ ン グ に 関 す る情 報 で あ る 。 ま た、 汎

用 デ バ イ ス の ポ ー トに 対 す る 入 出 力 方 向、 ス リー ス テ ー トな どの 状 態 設 定 に 関 す

る 情 報 で あ る。

付 表6はZ80PIOの ア ク セ ス 情 報 で あ る。 ア ク セ ス 情 報 は、 制 御 線1お よ

び 制 御 線2の 組 み 合 わ せ で汎 用 デ バ イ ス の ア ド レッ シ ン グ を 表 現 す る も の で あ る。

ア ク セ ス 情 報

リ ン ク 情 報 制 御 線1 制 御 線2 ア ク セ ス 状 態

1 0 0 ポ ー トAデ ー タ

2 0 1 ポ ー トAコ ン ト ロ ー ル

3 1 0 ポ ー トBデ ー タ

4 1 1 ポ ー トBコ ン ト ロ ー ル

付 表6ア ク セ ス 情 報 の フ ォ ー マ ヅ ト例

付 表7は 初 期 化 シ ー ケ ン ス情 報 で あ る。 初 期 化 シ ー ケ ン ス情 報 は 汎 用 デ バ イ ス

の 機 能 設 定 に 必 要 な 設 定 ワ ー ドの.参 照 項 目 を 示 す も の で あ る。'
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初 期 化 シ ー ケ ン ス 情 報

リ ン ク 番 号1参 照 テ ー ブ ル1参 照 テ ー ブ ノレ概 要

1 モー ド ・ワード1 基 本 機 能 選 択

2 コマンド ・ワード1 デ ー タ 方 向 の 決 定

3 コマンド ・ワード2 イ ン タ ラ プ ト制 御

4 コマンド ・ワード3 イ ン タ ラ プ ト の ビ ッ ト マ ス ク

付 表7初 期 化 シ ー ケ ン ス 情 報 の フ ォー マ ッ ト例

付 表8は 電 気 特 性 情 報 で あ る。 こ の 電 気 特 性 情 報 は 汎 用 デ バ イ ス の 規 格 を 表 す

も の で あ る。

電気特 性

リ ン ク 情 報 記 号 最小値 最大値 単位 テ ス ト条 件

1 V【LC 一3
.0 +0.45 V 一

2 VIHC Vcc-0.6 Vcc+0.3 V 一

3 V【L
一3

.0 +0.8 V 一

・ ` ・

10 IOHD 一1 .5
一 mA REXT=398Ω

付 表8電 気 特 性 の フ ォ ー マ ッ ト例
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資 料2

PP■ 初 期 化 シ ー ケ ン ス の

自 動 プ ロ グ ラ ミ ン グ シ ス テ ム の 設 計

東 海 大 学 紀 要Vol.29,No21989

p67～p76よ り抜 粋

先 に述 べ た マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ マ ブ ル 周 辺 デ バ イ ス の デ ー タ ベ ー

ス を 用 い た 応 用 シ ス テ ム の 一 例 と して、 「プ ロ グ ラ マ ブ ル 周 辺 デ バ イ ス の 初 期 化

シ ー ケ ン ス の 自 動 生 成 シス テ ム 」 が 発 表 さ れ て い る。 こ の シ ス テ ム で は、 ユ ー ザ

の 要 求 を 分 析 し、 先 に挙 げ た プ ロ グ ラ マ ブ ル 周 辺 デ バ イ ス デ ー タ ベ ー ス を利 用 し

て 初 期 化 シ ー ケ ン ス プ ロ グ ラ ム を 自動 生 成 して い る。

こ の 論 文 で は、 設 計 者 の 知 識 や 経 験 の レベ ル に合 わ せ た ユ ー ザ ・イ ン タ ー フ ェ

ー ス の 選 択 に っ い て も 提 唱 さ れ て お り
、 幅 広 い レベ ル で の シ ス テ ム 入 力 が 可 能 と

な っ て い る。

ま た、 テ キ ス ト形 式 の ユ ー ザ ・イ ン タ ー フ ェ ー ス の み な ら ず、 図 的 に 表 現 した

視 覚 的 イ ン タ ー フ ェ ー ス も あ げ ら れ て い る。
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PPI初 期 化 シー ケ ン ス

自動 プ ロ グ ラ ミン グ シ ス テ ム の 設 計

大 原 茂 之*・ 七 沢 一**・

里 長 康**・ 野 村 勝 幸**・ 小 高 明 夫***

DesignofanAutomaticProgrammingSystem

ofPPIInitializationSequence

by

ShigeyukiOHARA,HajimeNANAsAwA,NagayasuHOSHI,

KatsuyukiNoMuRAandAkioODAKA

(Re¢eivedonSept.19,1989)

Abstract

TheProgrammablePeripheralInterface(PPI)isusedinmostofmicrocomputersys・

tems.TheinitializationofPPIisrequiredinbuildingupthemicrocomputersystems.Further

more,solongtimeisneededinmakinginitializationsequenceforinexperiencedPPLIn

thispaper,wereportourdesignoftheautomaticgenerationsystemoftheinitialization

sequence・

Thesystemiscomposedof4sub-modules,calledman-machineinterface,deviceselector,

initializationsequencegene聰toranddata-base.Wefeedinput/outputrequirementsofPPI

tothesystem.Therequirementsareexpressedinthetechnicaltermsandblockdiagrams

wegenerallyuse.Asaresult,thesystemoutputstheinltializationsequencefortherequire'

ments.

Thedata-baseinthissystemcontain5PPI(i8251,i8253,i8255,i8259,μpd72001)at

presenttlme・

Keyω ・r♂8=PP∫,`nitializati・ πseguence,design,aut・mat輌CProgramming5ystem・ 仇 η－

mach輌 πθ∫刀terプ とzcε,dev`cθsε ～ector,initial`zationseguencegenerator,data-base,`8251・`8255

1.は じめ に

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ シ ス テ ムの 台頭 は,ハ ー ドウ ェ

ア技 術 と ソフ トウ ェア技 術 を 包 含 した総 合 的 な技 術 体 系

を要 求 す る こ とに な った.特 に マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ

ス テ ム に お け る 入 出 力部 分 は,そ の 応用 目的 に 応 じて ハ

ー ドウ ェア お よび ソフ トウ ェアの 両 者 を新 た に 開 発 す る

こ とが 多 い.し たが って,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ応 用 技

術 者(以 下,設 計 者 と記す)は,ソ フ トウ ェア技 術 と ハ

ー ドウ ェア技 術 の両 者 を 習 得 しな け れ ば な らな い.し か

し,こ の両 技 術 を使 い こな せ る技 術 者 は 極 端 に不足 して

い る の が 現状 で あ る3)・11).

この よ うな 技 術者 不 足 を 補 うこ とを 目的 と した ツー ル

の 開 発 が 種 々行 なわ れ て い る.そ れ ら の ツー ル の 中 に,

*工 学部電子工学科助教授 〔 工学研究科修士課程電子工学専攻*帥 工学部制御工学科教授
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ソフ トウェア とハー ドウェアの境 界面 を有機的 に とらえ

た システム全体を記述 できるTSチ ャー ト(TreeStruc・

turedChart,木 構造化 チ ャー ト)が あるt)・t).TSチ ャ

ー トは,シ ステムをモジ ュールの集ま りとみ な し,モ ジ

ュール間の順序関 係,デ ータの流れ,駆 動タイ ミング等

を有 機的に記述す る技法である.し か し,マ イ クロコン

ピュータ応 用 システ ムの開発,保 守 とい う立場 か ら見る

と,TSチ ャー トだけでは不十分な部分 もあ る.TSチ

ャー トな どの各種 システ ム記述用 ツールは,汎 用的な も

のであ って,特 定領域におけ る機能や アルゴ リズムを提

供 す るものではない3}.

一方,マ イ クロコ ンピュータ応用 システムの入出力の

設計 において,ハ ー ドウ ェアの立場か らは各種 プ ログラ

マブル周辺 イ ンタフ ェース(以下,周 辺 デバ イス と記す)

が用意 されてい る6)-9).マ イ クロコ ンピュータ応用 シス

テムでは,設 計を容易 にす るため に,こ の よ うな周辺 デ

バ イスを通 して入 出力装置を ア クセスす ることが一般的

で ある.し か し,こ れ ら入 出力装 置や周辺 デバ イスを応

用す るには,新 たに デバ イス ドライバや初期 化シーケン

ス とい った ソフ トウ ェアを開発す る設計 作業が発生す る.

したが って,マ イ クロコ ンピ ュータシステム等の記述用

ツールを より有効 なツールとして利用で きる ようにす る

には,周 辺 デバ イスとい った特定 領域の ソフ トウ ェアを

開発支援で きる機能 を組み込む必要が ある.と ころが,

これ までのマイ クロコンピュー タ応用 システムの開発支

援 ツールにおいて,こ の ような周辺デバイスや入出力と

い う特定 領域 での ソフ トウェアの開発 を支援す る機能は

実現 されてい なか った.

したが って,周 辺デバ イスの初期化 シー ケンス等 を作

成す るには,各 周 辺デバイスご とにその仕様を理解 しな

けれ ばな らなか った.し か し,応 用 しよ うとする周辺デ

バ イスについての設 計経験 がない場合,次 の ような問題

点が考 え られ る3}.

(1)そ の周辺デバイスのマ ニ ュアルを読み,そ の仕様

を応 用の立場か ら検討 しなけれ ぽな らない.

(2)自 分の使用する専 門用語や知識 と,マ ニ ュアル中

に使用 されてい る専門用語や専門概念 との間で調整作業

を行なわなければな らない.

これ らの事項はすぺて時間のかか ることで あ り設計時

点 でのオ ーバ ーヘ ッドを大 き くす る原因 とな ってい る.

したが って,た とえ優れた機 能を有す る周辺 デバ イスで

あ って も,未 経験の周辺デバ イスの場合には,設 計時間

に対す るオーバ ーヘ ッドの関係か ら使用に踏み切れなか

った.し か し,こ の ことは長い 目で見 ると技術力の低下

を 招 きかねない伏線 となる.

木研究は設計者の使用す る周辺デバ イスについての知

識が不完全であ って も,そ の 周辺デバ イスに対す る初期

化 シーケンスを作成支援す るシステ ムを開発 し,設 計時

点での ナーパ ーヘ ッドを小 さ くす ることを 目的 とす る.

2.シ ス テ ム の 概 要

本 シス テ ムは,設 計 者 の 要 求 を 満 足 す る周 辺 デバ イ ス

を選 択 し,そ の周 辺 デバ イ ス の 使川 力 法 に応 じた初 期 化

シー ケ ンスを 作 成 す る エ キ ス パ ー トシス テ ムで あ る4),5).

Fig.2.1は シス テ ムの 構 成要 素 を 示 した もの で あ る.

シス テ ムは4つ の 部 分 か ら構 成 され て い る.

Requirement
of

designer

Designer

Informatien

Initialization
Sequence
Geneirator

Device
Selector

{nitialiZationequence

Fig.2.1SystemConfiguration.

① マ ン マ シ ンイ ン タ フ ェ ース

② 初 期 化 シ ー ケ ンス ジ ェ ネ レー タ

③ デバ イ ス 選択 部

④ デ ー タベ ース

以 下,シ ス テ ムの 入 出 力 の 概 要 と各 部 の概 要 を 説 明 す

る.

設 計者 は マ ンマ シ ン イ ンタ フ ェー ス を 介 して 周 辺 デ バ

イ ス に対 す る要 求(以 下,要 求 と記 す)を 行 う.こ の と

きマ ンマ シ ンィ ンタ フ 三 一ス は 設 計 者 の 要 求 入 力 を 支 援

す る情 報(設 計者 支 援 情 報)を 画 面 上 に 出 力 す る.設 計

老 の 要 求 は デ バ イ ス 選択 部 と初 期 化 シ ー ケ ン ス ジ ェ ネ レ

ー タに 送 られ る.デ バ イ ス 選択 部 は この デ ー タを も とに

デ ー タベ ー ス を ア クセ ス し,要 求 を 満 足 す る周 辺 デバ イ

ス を 選 択 す る.次 に 初期 化 シ ー ケ ンス ジ ェ ネ レー タは デ

ー タベ ー ス を用 い て 周 辺 デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ンスを

自動 生 成す る.

(1)マ ンマ シ ンイ ン タ フ ェー ス'

マ ンマ シ ンイ ン タ フ ェ ース は 設 計 者 と シス テ ム 間 の デ

ー タの 受 渡 しを 仲 介 す る.マ ンマ シ ンイ ンタ フ ェー スへ

の 入 力 は 以下 の通 りで あ る.

① 機 能要 求(発 生 元:設 計 者)
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②設計者支援情報 と初期化 シーケンスを出力するため

のデータ(発 生元:初 期化 シーケンス ジェ ネ レ ー

タ)

③設計老支援情報を出力す るためのデ ータと選択 され

た周辺 デバ イス名(発 生元:デ バイス選択 部)

④ マ ンマシンイ ンタフェースを制御す るためのデ ータ

(発生元:デ ータベ ース)

またマ ンマ シンイ ンタフ ェースの出力は以下 の通 りで

ある.

① 設計者 の機能要 求入力(出 力先:初 期化 シー ケンス

ジェネ レータ とデバ イス選択部)

②初期化 シー ケンス と設計者支援情報(出 力先:設 計

者)

② 初期化 シー ケンス ジェネ レータ

初期化 シーケンス ジェネ レー タは設 計者の要 求に対応

す る周辺 デバ イスの初期化 シー ケンスを 自動生成す る.

初期 化シーケンス ジェネ レー タへの入力は以下の通 りで

ある.

① 周辺 デバ イス名(発 生元:デ バ イス選択部)

② 機能要求入力 によって得 られたデ ータ(発 生元:マ

ンマ シンイ ンタフ ェース)

③ 初期化 シーケ ンス作成のため必要 な デ ー タ(発 生

元:デ ータベ ース)

また,初 期 化シーケ ンスジェネ レータの出力は 以下 の'

通 りである.

①設計者 支援情 報 と初期化 シーケ ンスを出力す るため
'
のデー タ(出 力先:マ ンマ シンイ ンタフ ェース)

(3)デ バイス選択部

デバイス選択 部は設計者 の要 求に対 応す る周辺デパィ

スを選択す る.デ バイス選択 部への入力は以下の通 りで

あ る.

①機能要求入力の結果得 られたデ ニタ(発 生元:マ ン

マシンインタ フェース)

② デパ ィス選択 に必要なデ ータ(発 生元:デ ータベー

ス)

また,デ バ イス選択部の出力は以下の通 りで ある.

①設計者支援情報を 出力す るための データと周辺 デバ

イス名(出 力先:マ ンマシンイ ンタフ ェース)

(2周 辺 デバ イス名(出 力先:初 期化 シーケ ンス ジェネ

レータ)

(4)デ ータベ ース

本 システムのデータベースは周辺 デバイスに関する一

般 的知識 と各種周 辺デバ イスの仕様等 の知識 か ら構成 さ

れている.デ ータベースは上述 した各部 よ りア クセス さ

れ る.

3.シ ス テ ム のデ ー タ ベ ー ス と機 能

本 章 で は デ ー タベ ー ス の構 造,シ ス テ ムの 入 出力 の 詳

細,お よび マ ン マ シ ンイ ンタ フ ェー ス,デ バ イ ス選 択 部,'

初 期 化 シ ー ケ ンス の 機 能 に つ い て 述 べ る.

3,1デ ー タベ ース

こ こ で は シス テ ムの デ ー タベ ース の 構 造 とデ ー タベ ー

ス の例 に つ い て 説 明 す る.本 シス テ ムの デ ー タベ ー ス を

分類 ノー ドとモ ジ ュ ール ノ ー ドを ポ イ ンタで 結 ん だ グ ラ

フ構 造 と して 表 現 した10).以 下,分 類 ノ.一 ド,モ ジ ュー

ル ノー ドに つ い て 述 べ る.

(1)分 類 ノ ー ド .

分 類 ノ ー ドは 周 辺 デバ イス の 知 識 に おけ る概 念 の 要 素

に 対応 して い る.ノ ー ドの親 子 関 係 は,子 ノ ー ドが 親 ノ

ー ドの 概 念 に 包 含 され る こ とを 意 味 して い る.

(2)モ ジ ュー ル ノー ド

モ ジ ュー ル ノー ドは 周 辺 デ バ イ ス の 仕様 の一 部 に よ っ

て 構 成 され て い る.ま た モ ジ ュー ル ノー ドは分 類 ノー ド

と同 し く,概 念 の 要 素 に 対応 して い る.

こ の二 つ の ノ ー ドを 結 ぶ こ とに よ り周 辺 デ バ イ ス の 知

識 を概 念 別 に整 理 した 階 層 構 造 と して表 現 す る.Fig.

3.1は 周 辺 デ バ イ スi8251の 階 層 構 造 の 例 で あ る.

hysical
nformatio

Signa{

i8251

Logical
Informatio

nitialiZatiOn
Sequence
Information

⑪ll「oi

Status
nformatio

Sequence

Fig.3.1ConstructionofData-Base.

3.2機 能要 求入 力

機能要求 入力は シス テムに設計者の仕様要求を伝え る

働 きを行 う.要 求事項は以下の通 りであ る.

① 直並列等,入 出力 データの フ ォーマ ットの指定

② 割 り込み等,入 出力制御の指定

③ 周辺デバイ スの指定

④ 周辺デバ イスの コン トロール ワー ドを構成 してい る

デー タの設定

これ らのデー タは本 システ ムが動作 してい く上 での基

本的なデ ータ となる.
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BlockDiagraロInput OrdinaryTermInput

◆!nterrupt

・Datacomounication

ふ8bitDataInput

TechnicalTermInput

.ModeO〔i8255}

.setportCupperto

4bitinput〔i8255}

Fig.3.2Stepsofrequirmentinput.

機能要求入力はFig.3.2に 示す よ うにい くつか の 階

層に分け られ る.各 階層は機能要求入力を設計者の知識

の入力 として とらえ,入 力す る知識の レベルを表わ して

い る.各 階層は以下の通 りである.

(1)ブ ロック図に よる入力

入 出力仕様を表わす ブロ ック図に よる入力であ る.

(2)一 般的用語に よる入力

JIS等 で定義 した周辺 デバイス一般に使用 されてい る

標 準的用語に よる入力である.例 えばその ような用語に

よる もの としては,"割 り込 みを 行な う"や"デ ー タ 通

信 を行な う"な どがある.

(3)専 門用語に よる入力

各周辺デバイス特有で まだ標準化 されていない用語,

もしくはJIS以 外の用語に よる入力であ る.例 えばその

よ うな用語 としては,周 辺デバ イスi8255に おけ る"モ

ー ド0と する"や"ポ ー トCの 上位を入力 とす る"等 が

ある.

3.3シ ステムの出力

設計者に対す るシステムの出力を以下に示す.

(1)初 期化 シーケンス ・

初期化 シーケ ンスは デバ イスを初期化す るため の コマ

ン ドや データ等の シーケンスであ る.こ れは設計者が指

定 した マイク ロプ ロセ ッサの アセ ンブラ形式で記述 され

る.

(2)設 計老支援情報

設計者支援情報は,シ ステ ムが必要 とす る機能要求入

力の事項の情報や システムの状態を示す メ ッセージ等で

あ り,設 計老の機能要求入力を支援す る情報で ある.

3.4マ ン マ シ ン イ ン タフ ェー ス

マ ンマ シ ン イ ンタ フ ェース は,設 計 老,初 期 化 シー ケ

ンス ジ ェ ネ レー タ,デ バ イ ス 選 択 部,デ ー タベ ー スの4

箇 所 の 仲 介 を 行 う.ま た,マ ン マ シ ンイ ンタ フ ェー スは,

設 計 者 と初 期 化 シ ー ケ ンス ジ ェネ レー タ,デ バ イ ス選 択

部,デ ー タベ ース の 間 に 位 置 付 け られ る.こ こで は,設 計

者 の 要 求 を 階 層 的 に と らえ た イ ン タ フ ェ ース と周 辺 デバ

イスのパ ラメータの入カ イ ンタ フエースについて述べ る.

3.4.1階 層的に とらえたイ ンタフェース

設計者 の入力段階 は,以 下 の2種 類に分け られ る.

(1)物 理機能 要求入力

物理機能要求入力は,使 用す る周 辺デバ イスについて

設計者が熟知 してい る場合の 入力である.設 計者は,直

接周辺デバ イスを指定 した後,周 辺デバイスを初期化す

るパ ラメータについて入力す る.ま た,物 理機能要求入

力は,3.2節 で述べた一般用 語,専 門用語に よる入力に

対応する.

Fig.3.3は,物 理機 能要求入力の実行例の一部を示 し

た ものである.こ の図は,周 辺 デバ イス名 として 『i8251』

を選択入力してい る様子を示 してい る.

(2)論 理機能要求入力

論理機能要求入力は,設 計老 がポ ー トごとに属性 を決

定する入力であ る.論 理機能要 求入力後,設 計者 は,周

辺 デバイスを指定 し,さ らに周 辺デパィスを初期 化す る

バ ラン一 夕について入 力す る.ま た,論 理機能要求入力

は,3.2節 で述べ たブ ロック図に よる入力に対応する.

Fig.3.4は,論 理機能 要求入力の実行例の一一部を示 し

たものである.こ の図は,周 辺デパ ィスと入 出力装置間

の物理的な ビッ ト長 として 「1bit」を選択入力 している

様子を示 してい る.ま た,周 辺デバ イスと入出力装置間

の データの方向 として .「出力」,周 辺 デバ イスと 入出力

装置問のデータの制御 として 「非同期」を選択入力 して

い る様子を示 してい る.

3.4.2パ ラメータの入カイ ンタフ エース

周辺 デバイスを初期 化す るパ ラメータの入カ インタフ

エースは,以 下の2種 類 である.

(1)テ キス トイ ンタ フェース

テキス トイ ンタフ ェースは,周 辺 デバ イスを初期化す

るパラメータを文字 列 として表現 したイ ンタフ ェースで

ある.設 計者は,画 面に表示 され た周辺 デバ イスを初期

化す るパ ラメータを選択 する.

Fig.3.5は,テ キス トイ ンタフ ェースの実行例 を示 し

た もので ある.こ の図は,周 辺デバ イスi8259を 初期化

す るパ ラメータの質問お よびパ ラメータの選択 子をテキ
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デバ イ ス の番 号 一一・・一:1

デ バ イ ス の種 類 －n1::e255T2]:;82S1
【4】:i825315】 言i8259

作成 し ます か 一一一[1】;VESl2】:NO

づ

Fig.3.3Man-machineinterfaceofphysicalrequirernenr.
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Fig.3.5Man-machineinteTfaceofdeviceparameter.
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Fig.3.6Man-machineinterfaceoftimingdiagram.

ス トと して 表 示 して い る様 子 を示 して い る.パ ラ メー タ

の 質問 と して,「EOI」,「 バ ッフ ァ ー ドモ ー ド」,「 フ ー

リイネ ス テ ィ ドモ ー ド」 が示 され て い る.ま た,質 問 に

対 す る選 択 子 と して,「 ノー マ ル モ ー ド」,「オ ー ト モ ー

ド」 等 が 示 され て い る.

② 視 覚 的 イ ンタ フ ェー ス

視覚 的 イ ン タ フ ェ ース は,周 辺 デ バ イ ス を 初 期 化 す る

パ ラ メー タを 図 的 に表 現 した イ ン タ フ ェ ース で あ る.視

覚 的 イ ンタ フ ェ ース を 用 い る こ とで,設 計 者 は,モ ー ド,

コ ン トロール ワー ド等 の知 識 を 用 い る こ とな く初 期 化 シ

ー ケ ンスを 得 る こ とが で き る .ま た,本 シス テ ムの 視 覚

的 イ ンタ フ ェ ース に は,タ イ ミン グ図 も用 い て い る.

Fig.3.6は,視 覚 的 イ ンタ フ ェー ス の 実 行 例 を 示 した

もので あ る。 この 図 は,周 辺 デ バ イ スi8253を 初 期 化 す

る パ ラメ ー タを タイ ミング 図 と して 表 示 し,選 択 入 力 を

行 って い る様 子 を示 して い る.タ イ ミン グ図 に は,CLK

端 子,WR端 子 の 動 作 状 態 に 対 して のOUT端 子 の 動

作 状態 が示 され てい る様子である.

3.5デ バイス選 択とデー タベース

デバイス選 択機能は要求解析部 と選択部か ら構成 され

てい る.デ バイス選択機能め 目的は,論 理機能要求か ら

周辺 デバ イスの名前を得 ることであ る.要 求解析部では,

マンマシンイ ンタフ ェースか ら受け取 った論理機能要求

を解析 し,物 理機能要求に変換す る.選 択部では,要 求

解析部か ら得 られ る複数の物理機能要求を1つ に絞 り込

む.以 下にデバ イス選択機能 の要求解析部 および選択部

について述べ る.

3.5.1要 求解析部

要求解析部では,論 理機能要求の解析 を次の2つ の事

柄について行 う.

(1)論 理機能要求 の矛盾性 のチ ェック

要求解析部では,論 理機能要求 を物理機能要求に変換

可能で あるか否か を判 断す る.論 理機能要 求の矛盾性 と
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は,論 理機能要求の データ線 入出力定義 とデータ制御線

定i筏か らな る情報が不的 確であ るか,不 足 している場合

を指す.

(2)論 理機能要求 か ら物理 機能要求への変換

要求解析部は,変 換可能 であ ると判断 され た論理機能

要求に,デ ータ線入 出力定義 とデ ータ制御定義 が実現可

能であ る周辺 デバ イスの候補 を割 り当てる.

要求解析部では,シ ステ ムのデ ータベ ースを用いる.

このデ ータベ ースの 内容 を以下に示す.

(3)周 辺 デバ イスの分類デ ータベ ース

このデ ータベースの内容 は,周 辺デバ イスの分類 を体

系的に表 した もので,例 えば,"パ ラ レル デ バ イ ス",
"シ リアルデバ イス"と い

った分類 ノー ドに よって 表現

されている.ま た,モ ジ ュール ノー ドはデバ イスの名前

に対応 してい る.

(2)矛 盾判 定デ ータベ ース

矛盾判 定デ ータベ ースの 内容は,デ ータ線 入出力定義

とデータ制御 線定義を例えば,"双 方向 かつ 制御無 し"

とい った分類 ノー ドのつなが りに よって表現 している.

またモジ ュール ノー ドは矛盾の意味を設計者に示す メッ

セージに対応 してい る.

要求解析部 では,上 記デ ータベースを用いる ことに よ

り論理機能要求 の解析 を行ない,論 理機能要求 を物理 機

能 要求 に変換す る.

3.5.2選 択 部

選択部 では,複 数の物理機能 要求を1つ の物理機能要

求 に絞 り込む.こ の絞 り込みの方法に以下の優先順 位を

与 える.

(1)マ イ クロプロセ ッサの フ ァミリーによる優先

物理機能要求 を1つ に絞 り込む に当た り,使 用す るマ

イ クロプ ロセ ッサ名に着 目す る.マ イ クロブ戸セ ッサ名

を キー ワー ドとして データベースの検索 を行な い,'物 理

機能要求 に対 してマ イク ロプ ロセ ッサのフ ァミリーの周

辺 デバ イス名を優 先的 に割 り当て る.

(2)周 辺デバ イス数 に よる優先

周辺デバ イス数優 先 とは,1つ の物理機能要求に絞 り

込む上で,変 換 され る物理機能要求の総数を最少にする

周辺デバ イス名を割 り当て るものであ る.

選択部は,周 辺 デバ イス固有の情報を持つデ ータベー

スを用い る.要 求解析 部に よって候補周辺デバ イスが決

定 され,更 に選択部 では,周 辺 デバイスの仕様データベ

ースを用い ることに より候補 周辺 デバイスか ら最終的 に

1つ の周辺デバ イスに絞 り込 む.

4.初 期 化 シー ケ ン ス の作 成

設計者 の機能 要求入力か ら初期 化 シーケンスを得 るま

で の,周 辺 デ バ イ ス選 択 機 能 お よび 初期 化 シ ー ケ ンス ジ

ェネ レー タの 働 きに つ い て述 べ る.

4.1デ バイス選択機能の手順

ここでは,3.5節 で定義 したデバイス選択機能の入 出

.力お よび手順を示す.

4.1.1デ バ イス選択機能の入出力

(1)デ バ イス選択機能の入力

デバイス選択機能の入力は,論 理機能要求入力,マ イ

クロプロセ ッサ名,と データベースか ら得 られ たデータ

である.デ バ イス選択機能の入力を次の よ うに分類す る.

① ボ ー トと入 出力装置間の物理 的な ピ ット長

②上 記① に流れ るデータの方向

③上記①に流れ るデータの制御

④ マイ クロプ ロセ ッサ名

⑤ データベースか ら得 られるデータ

(2)デ バ イス選択機能の出力

デパ ィス選択機能の出力は,入 力項 目に適合す る周辺

デバ イスの名前で ある.選 択部における優先順位に よ り,

シス テムの仕様に対応 した周辺デバ イスの選択 が可能で

あ る.

4.L2デ バ イス選択の手順

デバ イス選択機能の要求解析部か ら選択 部に至 る手順

を示す.

〔ステ ップ1〕 論理機能要求の矛盾性を調べ る.

〔ステ ップ2〕 論理機能要求の機能を満たす周辺 デバ

イス名 をデータ線入出力定義 とデータ制御線定義

をキー としてデ ータベース上で検索 す る.検 索 し

た周辺 デバ イス名が複数存在 する場 合 リス ト化 し

て保存す る.た だ し,リ ス ト化す る順序 はデ ータ

ベースの検索の順である.

〔ス テ ップ3〕 上記ステ ップ2で リス ト化 された周辺

デバイス名をマイ クロプ ロセ ッサ に着 目して分類

す る.

〔ス テ ップ4〕 論理機能要求に対応す る リス トを マ ン

マシンインタフェースに渡 し,設 計者が 選択を行

な う.

〔ステ ップ5〕 選択 された周辺デバイス名をキ ー ワー

ドとしてデ ータベースを検索 し,ポ ー トの共有数

および共有条件を引 き出す.こ れ らの条 件に よ り,

.複数の論 理機能要求 を1つ の物理機能要 求に変換

す る.

4.2初 期 化 シ ー ケ ンス ジ ェネ レー タ

初 期 化 シー ケ ンス ジ ェネ レー タの 位 置 付 け は,Fig.2.

1に 示 されて い る.初 期 化 シ ー ケ ン ス ジ ェネ レー ク は,
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マ イ ク ロプ ロセ ッサ 名,周 辺 デバ イス を 初期 化 す る パ ラ

メー タ等 よ り初 期 化 シー ケ ンス を作 成 す る.こ こで は,

初 期 化 シ ー ケ ンス ジ ェネ レー タ の入 力,出 力,手 順 につ

い て 述べ る.

4.2.1初 期 化 シ ー ケ ンス ジ ェネ レー タの 入 力

初 期 化 シ ー ケ ンス ジ ェネ レー タの 入 力 デ ー タは,マ ン

マ シ ンイ ン タ フ ェ ース とデ バ イ ス選 択 部 に よ っ て与 え ら

れ る.以 下 の項 目は,初 期 化 シー ケ ンス ジ ェ ネ レー タの

入 力 デ ー タで あ る.

① 周 辺 デ バ イス 名

② マイ ク ロ プ ロ,セッサ 名

③ 周 辺 デ バ イス と入 出力 装 置 間 の 物 理的 な ピ ッ ト長

④ 周 辺 デバ イ ス と入 出 力装 置 間 の デ ー タの 方 向

⑤ 周 辺 デバ イ ス と入 出 力装 置 間 の デ ー タの 制 御

⑥ 周 辺 デバ イ ス を初 期 化す る パ ラ メ ー タ

⑦ 初 期 化 シ ー ケ ンス を 作成 す る ため の 規 則

初 期 化 シー ケ ンス ジ ェネ レー タ は,設 計 者 に よ り決定

され た上 記 ①,⑦ を 除 く入 力 デ ー タを マ ン マ シ ンイ ン タ

フ ェー ス か ら受 け 取 り,上 記① を デバ イ ス選 択 部 か ら受

け 取 る.ま た,上 記⑦ は,デ ー タベ ー スか ら受 け 取 る.

4.2.2初 期 化 シ ー ケ ンス ジ ェネ レー タ の 出 力

初 期 化 シー ケ ンス ジ ェネ レータ の 出 力は,マ ン マ シ ン

イ ンタ フ ェー ス へ の マ イ ク ロ プ ロセ ッサ名,周 辺 デ バ イ

ス を初 期 化 す る パ ラ メ ータ等 で あ る.以 下 の 項 目は,初 初

期 化 シ ー ケ ンス ジ ェネ レー タ の 出力 デ ー タで あ る.

① 周 辺 デ バ イ ス 名

② マ イ ク ロ プ ロセ ッサ 名

③ 周 辺 デ バ イ ス と入 出 力装 置 間の 物 理 的 な ビ ッ ト長

④ 周辺 デ バ イ ス と入 出 力装 置 問の デ ー タの 方 向

⑤ 周 辺 デ バ イス と入 出 力 装 置 間の デ ー タの 制 御

⑥ 周 辺 デ バ イス を 初 期 化 す るパ ラ メー タ

⑦ 初期 化 シ ー ケ ンス を 表 示 す る デ ー タ

上記① から⑥は,設 計者支援情報で ある.上 記⑦ は,

マ ンマ シンイ ンタフ ェースを 介して設 計者 に表示 するた

め のデー タである.

4.2.3初 期 化シーケ ンスの作成

初 期化 シーケ ンスは,設 計者の要求 である周辺デバイ

ス名,周 辺デパ ィスを初期化す るパ ラメー タ等 よ り1乍成

され る.初 期化 シーケ ンスを得る手1頂を以下に示す.

〔ステ ップ1〕 設計者 よ り決定 された周辺 デバ イス と

入 出力装置間の物 理的な ビッ ト長,周 辺 デバ イス

と入 出力装置間のデー タの方 向,周 辺デバ イス と

入 出力装置間のデー タの制御がデ ータベ ース内に

記述 されてい る ピット長,デ ータの方向,デ ータ

の制御の フ ォーマ ットと一致す るか否かを判定す

る.一 致 した場合は,ス テ ップ2へ 進む.

〔ステ ップ2〕 周辺 デバ イス名を キーとして データベ

ースか ら周辺 デバ イスを初期化す るパ ラメー タを

検索 し,そ の パ ラメータの値を設計者 に質 問す る.

〔ステ ップ3〕 ステ ップ2の パ ラメータの値をキー と

・ してデータベースか ら初期化 シーケ ンスを作成す

る規則 を検索す る.

〔ステ ップ4〕 周辺 デバ イスと入 出力装 置間の物理 的

な ビッ ト長,周 辺 デバ イス と入出力装置間のデー

タの方 向,周 辺デバ イス と入 出力装 置間のデー タ

の制御,周 辺デバ イスを初期化す るパ ラメータの

値,お よびステ ヅプ3で 得 られ た規 則か ら初期 化

シーケンスを作成す る.

5.本 システムの実行例

こ こで は,本 シス テ ムの画 面 構 成 と出 力 画 面 の 実 行例

を 示す.Fig.5.1は,初 期 シ ー ケ ンス 作 成 結 果 の 画 面 の

一 実 行 例 が示 され て い る.

作 成 結 果 の 面 画 は,マ イ ク ロプ ロセ ッサ 名,周 辺 デパ
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イ ス 名,初 期 化 シー ケ ンスを 表 示 す る 領域 と ア イ コ ン領

域 か ら構 成 され て い る.マ イ ク ロプ ロセ ッサ 名 の 領 域 に

は,「i8086」 のvイ ク ロプ ロセ ッサ 名 が 表 示 され,周 辺

デ バ イス 名 の 領 域 に は,「i8251」,「i8253」,「i8255」,

「i8259」 とい った周 辺 デバ イ ス名 が 表 示 され て い る.ま

た,初 期 化 シー ケ ンス の 領 域 に は,各 周 辺 デ バ イ ス の 初

期 化 シ ー ケ ンスが 表 示 され て い る.こ の 例 の 初 期 化 シ ー

ケ ンス は,マ イ ク ロプ ロセ ッサi8086の アセ ンブ ラ形 式

に よ る プ ログ ラ ム と して 作 成 され て い る.

Table5.1に 基 本的 な ア イ コ ンの 一 覧 を 示 す.

Table6.1

(a)ModeO

Requirmentsofi8255.

Microprocessor i8085

Bitlengthofdata

betweenPPIaロdI/Odevices 8bits

Directionofdata

betweenPPIandI/Odevices Output

Datacontrol

betweenPPIandI/Odevices No

(b)Mode1

Table5.1Basicicontypes.
Microprocessor i8085

lCOO FucUon

o 函 lnte「faCefO「OiC「OprOCeSSO「SeleCtOr

o 回 lnterf8ceforIogical/physic61
.

reqUlreロents

o 圃 lnterf8cefordeviceselector

θ 函 lnterf8Cεforoenerate

initiali2ationsequences

Table5.1の ① は,マ イ ク ロプ ロセ ッサ名 の選 択 を指

示 す る ア イ コ ンで あ り,Table5.1の2は,機 能 要 求 の

入 力 を 指 示 す る ア イ コ ンで あ る.ま た,Table5.1の ③

は,周 辺 デバ イ ス 名 の選 択 を指 示 す る ア イ コ ンで あ り,

Table5、1の ④ は,初 期 化 シ ー ケ ンス の1乍成 を 指 示 す る

アイ コ ンで あ る.

これ らの ア イ コ ンを用 い る こ とに よ り,デ バ イ ス選 択

部 や 初 期 化 シ ー ケ ンス ジ ェネ レ ー タ等 の 機 能 を 実 行 させ

る こ とが で き る.

Fig.3.3とFig.3.4は,Table5.1の ② の ア イ コ ンを

選 択 した 実 行 例 で あ る.ま た,Fig.3.5とFig.3.6は,

Table5.1の ② の ア イ コ ンを 選 択 した実 行 例 で あ る.

6,本 シ ス テ ム の 評 価

Bitlengthofdata

betweenPPIandI/Odevices

Directionofdata

betweenPPIandI/Odevices

Datacontrol

betweenPPIandI/Odevices

(c)M《)de2

こ こ では,設 計 者10人 が 周 辺 デ バ イ ス の マ ニ ュ アル を

直 接 用 い てη,初 期 化 シ ー ケ ンス を 作 成 す る まで の 時 間

と,同 じ設 計 者 が 本 シス テ ムを 用 い た 場 合 の 作 成 時 間 に

つ い て 比 較 評 価 を 行 った.た だ し,評 価 に 参 加 した 設 計

者 は,周 辺 デ バ イス の マ ニ ュア ル を 利 用 で きる 知識 を 持

つ 者 で あ る.評 価 対 象 の周 辺 デ バ イ ス と して は,マ イ ク

ロコ ン ピ ュー タ シス テ ムで よ く用 い られ て い る並 列 用 ポ

ー トi8255と 通 信 用 イ ン タ フ ェ ー スi8251を 取 り上 げ た.

周 辺 デ バ イ スi8255に 対 す る仕 様 要 求 をTable6.1に 示

し,周 辺 デ バ イスi8251に 対 す る仕 様 要 求 をTable6.2

に示 す.

Table6.3は,周 辺 デバ イ スi8255とi8251に 対 す る

Microprocessor i8085

Bltlength。fdata

betweenPPIandI/Odevices 8bits

Directionofdata

betweenPPIandI/Odevices Bi-direction

Datacontrol

betweenPPIandI/Odevices Hand-shake

仕 様 要 求 か ら初 期 化 シー ケ ンス を 作 成 す る まで の設 計 者

10人 に つ い て の平 均 時 間 を,マ ニ ュア ルを 直 接 使 用 し

た場 合 と,本 シス テ ムを 使 用 した 場 合 と に 分 け て 比 較

した もの で あ る.表 か らわ か る よ う に,周 辺 デバ イ ス

i8255の 場 合,本 シス テ ムを 用 い た 初 期 化 シ ー ケ ンスの

平 均 作 成 時 間 は,マ ニ ュア ル を 用 い た 初 期 化 シ ー ケ ンス

の 平 均 作成 時 間の3%程 度 で あ る.同 様 に,周 辺 デ バ イ

スi8251の 場 合,4%弱 で あ る.Fig.6.1は,参 考 まで

にTable6.3を グ ラ フ化 した もの で あ る.こ の 結 果 よ

り,本 シス テ ムを 用 いたf乍成 時 間 は,マ ニ ュア ルを 用 い

た場 合 の作 成 時 間 の わ ず か4%弱 で あ り,し た が って,

本 シス テ ムを 用 い る こ とに よ りマ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ

ス テ ムの 設 計 時 点 に お け る時 間 的 な ナ ー パ ー ヘ ッ ドを 極

め て 軽 減 で き るこ とが わ か った.

7.お わ りに

本論文は,周 辺デバ イスの初期化に着 目して,初 期化

シー ケンスを作成す るPPI初 期 化 シーケ ンス 自動 ブ ロ
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Table6.2Requirmentsofi8251.

(a)Asyncronousmode

Table6.3Averageofrequiredtimesforgenerating

皿anualusesystemuse.

Micropocessor i8085

Bi日engthofdata

betweenPPIandI/Odevices 1bit

Directionofdata

betweenPPIandI/Odevlces
・

Bi-direction

Daiac。ntrol

betweenPPIandI/OAsyncronous Asyncronous

Numbαofstopbits 1.5bits

Paritycheck Even

Characterlength 7bits

－M叫 雲隠(蒜,P竃}置5

8255(m。deO) 25.0 0.63 2.5

8255(m(迫e1) 25.0 0.73 2.9

8255(mode2) 29.0 0.71 2.4

8251(Async) 43.0 1.25 2.9

8251(Sync) 34.5 1.27 3.7

Async:Asyncronousmode

Sync:Syncronousmode

Baudratefactor 64×

Internalreset No

Requestt。send No

Errorreset Yes

Sendbreakcha【actor Yeき

Receiveenable Yξs

(b)Syncronousmode

Micropr㏄essori8085

Bitlengthofdata

bξtweenPPIandI/Odeviceslbit

Directionofdata

betweenPPIandI/OdevEcesBi-direction

Datacontrol

betweenPPIandI/OdevicesSyncronous

Synccharacter t Double

Syncdetect Externa[

Paritycheck Odd

Characterlength 6bits

Huntmode No

Internalreset Yes

グラ ミングシス テムの実現について述べ た,

本 シス テムは,マ ンマシ ンインタフェース,初 期化 シ

ー ケンスジェネ レータ,デ バ イス選択部,デ ー タベ ース

か ら構成 されて いる.設 計者は マンマ シンイ ンタ フェー

スか らの設計老支援情 報を もとに,機 能要求入力,周 辺

デバ イスを初期 化す るパ ラメータ入力を行 う.ま た設計

老が システムに論理 的な機能 を要求 した場合,デ バ イス

選択部が その要 求に対応す る周辺 デバイス名の決定を行

う.初 期 化 シー ケンス ジェネ レータは,設 計老 の要求を

アセ ンブ ラ形 式で記述 した初期化 シーケンスに変換す る.

論理機能要 求入力は,デ バイス選択部に よって周辺 デ

バ イスご とに異なる仕様を吸収す る効果を与え る と共 に

作成時 間の短縮 を可能に した.視 覚的 イ ンタフ ェースは,

周 辺デバイスのモ ー ドに関す る情報を タイ ミング図とし

て設計老 に提 供す る等,周 辺デパ ィス固有の知識 を設計

老 に意識 させない効果を与え る.設 計者が本 システムを

使 用 して周辺 デバ イスの初期化 シーケ ンスを作成 する1時

間は,マ ニ ュアルに よる作成時間 と比較す ると極めて短

時 間であ ることがわか った.こ れは,周 辺 デバ イスご と

に異な る知識や概念,例 えば モー ドの概念 お よびモー ド

の共有概念等を設計者に意識 させないで初期化 シー ケン

スを作成す る事を可能 にした ためである.こ れ に よ り設

計者が,未 習熟 の周辺 デバ イスや初めて利用す る周辺デ

バイスで あって も初期化 シーケ ンスを得 られる事 も確認

され た.

今後 デバ イス選択 の最適化,デ バ イス ドライバ までの

作 成支援,視 覚的情報 に よる選択子の選択 入力に関す る

研 究を予定 してい る.

Sendbreakcharacter No

Receiveenable Yes

Dataterminalready No

Transmitenab}e Yes
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PPI初 期化 シーケ ンス自動 プ ログラ ミングシステムの設 計
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資 料3

周 辺 デ バ イ ス 用 初 期 化 シ ー ケ ン ス
生 成 支 援 シ ス テ ム

電 気 学 会雑 誌Vol,

平成2年6月 号 抜 粋

110,No.6

マ イク ロ コ ン ピュ ー タ応 用 技術 の発 展 に伴 い、 ハ ー ドウ ェ ア技 術、 ソ フ トウ ェ

アの 技術 を統 合 的 に用 いて シ ステ ム を構 築 す る技法 が主 要 と な りっっ あ る。

しか し現 状 で は、 マ イ クロ コン ピュー タ応 用 技術 者 の育 成、 開発 環 境 不 足 にっ

いて の 問題 が 山積 して い る。 次 の 論文 では、 この問題 とマ イ ク ロ コ ンピ ュー タ周

辺デ バ イス使 用 の 問題 点、 これ らの 問題 の 解 消 を はか っ た初 期 化 シー ケ ンス の 自

動生 成 シス テ ム にっ いて発 表 され てい る。

、
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ミニ 解 説

周辺デバイス用初期化 シーケ ンス生成支援 システム

おお はら しげ ゆき

大 原 茂 之 鏑 大知 学部電子工学科

キー ワー ド:マ イ クロコンピュータ,周 辺 デバ イス,初 期化 シーケ ンス,自 動生成 ツール,開 発 支援 システム

1.ま え が き

1970年 代 に登場 したマイクロコンピュータと

その応用要求は,ハ ー ドウェアやソフ トウェアを

統合化 して要求仕様 を実現 する新たな技術 とし

て,マ イクロコンピュータ応用技術 を登場 させ

た。マイクロコンピュータ応用技術 を用いること

に よって,経 済的に見合 う形で,機 能性,信 頼

性,操 作性,保 守性,安 全性,量 産性など,製 品

設計時点で要求される各種項 目の水準を飛躍的に

高めることが可能 となった。 この結果,マ イクロ

コンピュータの応用範囲は,工 業分野から家庭の

中に至るまで極めて広いものとなった。 この応用

範囲の広 さを眺めるならば,マ イクロコンピュー

タとその応用技術は,現 代社会 を支 える基本要素

であ り根幹技術の一つであるといっても過言では

ない。

マイクロコンピュータ応用 システムの設計にお

いては,要 求された機能 をハー ドウェア とソフ ト

ウェアにどう割 り当てるか という トレー ドオフ

(負荷分担の設計)を 行 うこ とが非常に重要であ

り,技 術的な特徴の一つとなっている。ハー ドウ

ェアの機能 をソフ トウェアに負担させ ることで,

製品中のハー ドウェア部品の個数を減 らすことが

可能 となる。 これが量産品の場合には低 コス ト化

へつながることになる。

例 えば,マ イクロコンピュータ応用製品 とし

て,テ レビやビデオなどに使用 されているリモー

トコン トローラがある。 この中は,数 十円程度の

リモー トコントローラ専用のシングルチップマイ

クロコンピュータ1個,発 振器,発 光ダイオード

の3点 から構成 されている。チャンネルの指定,

電源のオン/オ フ,タ イマ予約の指示な ど様々な

機能をもつ リモー トコン トロー ラであるが,こ れ

ら大半の機能を一個のマイクロコンピュータ上の

ソフ トウェアとして実現しているのである。
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このように,ソ フ トウェアに負荷 をかけること

によって部品点数 を減 らし,低 コス ト化 を狙 うこ

とがで きるのである。一方,専 用のマイクロコン

ピュータを開発 して も低 コス ト化 を期待できない

製品や試作品な どの場合,汎 用マイクロプロセッ

サ,汎 用シングルチ ップマイクロコンピュータ,

プログラマブル周辺 インタフェースなど既存の汎

用製品を使用することになる。 もちろん,こ れら

汎用製品を用いてマイクロコンピュータ応用 シス

テムを設計する場合で も,ハ ー ドウェア とソフ ト

ウェアの トレー ドオフを行 う必要がある。

以上述べたように,マ イクロコンピュータ応用

技術は,ハ ー ドウェアとソフ トウェア両方の技術

を統合的に用いて設計対象を実現するシステム構

築技術である。 しか し,設 計対象の仕様 を把握

し,ハ ー ドウェアの知識を援用 しながらソフ トウ

ェア技術でその仕様 に接近 した り,逆 にソフ トウ

ェアの知識 を援用 しなが らハー ドウェア技術でそ

の仕様に接近 した り,逆 にソフ トウェアの知識 を

援用 しなが らハー ドウェア技術でその仕様 に接近

できるマイクロコンピュータ応用技術者の不足が

指摘 されている。 ソフ トウェア技術者不足はよく

叫ばれている。 しか し,技 術の広 さと深 さゆ え

に,育 成のために多 くの資源と時間を必要 とする

マイクロコンピュータ応用技術者の不足 はより深

刻な事態であるともいえる。従って,マ イクロコ

ンピュータ応用技術者不足の対策を立てることは

極めて重要かつ緊急の課題となっている。この課

題を解決す るために,人 材育成,開 発環境の強化

などが試みられている。

人材育成に関 しては,例 えば(財)日 本情報処理

開発協会がマイクロコンピュータ応用技術者育成

用の標準カ リキュラムや育成指針を開発 し(4)"一{7),

更に全国規模で初級,中 級のマイクロコンピュー

タ応用技術者試験を行っている。しかし,こ の試

験は国家試験ではないために,本 格的な人材育成
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のためのけん引力 とはなっていない。多 くの分野

を根底で支えるマイクロコンピュータ応用技術者

を育成する国レベルでの対策が望 まれる。
一方,開 発環境 としては,ハ ー ドウェア とソフ

トウェアを統合的に開発 ・解析するためのマイク

ロコンピュータシステム開発支援 システム,各 種

言語 プロセッサ,CADな どのツールがある。マ

イクロコンピュータ応用技術者にとって,こ れら

開発環境は欠かせないものである。 しかし,こ れ

らのツールはマイクロコンピュータ応用技術者不

足を解消することを目的 としたものではない。開

発環境の強化によってマイクロコンピュータ応用

技術者不足に対応するには,マ イクロコンピュー

タを応用する時点での経験やノウハウに相当する

部分をシステム化してい く必要がある。 そのよう

なシステム化 を狙った一例 として,周 辺デバ イス

用初期化 シーケンス作成支援 システムがある。 こ

のシステムは,シ ステムを記述する木構造化 チャ
ー ト(1)一(3}のコンピュータ支援開発環境 のサブシ

ステムとして位置付けられていた ものであ り,情

報処理振興事業協会,(社)日 本システムハウス協

会および筆者な どが独立 したシステム として試作

したものである⑧。

2.プ ログラマブル周辺 デバ イス

ここでは,周 辺デバイスの種類,使 い方の概要

と問題点について解説する。

2・1周 辺デバイスの種類

周辺デバイスはマイクロコンピュータ応用 シス

テムの開発効率 を高めるために,応 用目的ごとに

ハー ドウェアとソフ トウェアの各種機能 を汎用

LSIと して まとめたものである。例 えば,フ ロッ

ピーディスクをコントロールするシステムを作成

す る場合,FDDコ ン トローラという周辺デバイ

スが提供されている。 これを用いることで,ハ ー

ドウェアやハー ドウェアを直接制御するプログラ

ムを,新 たに設計する手間がほ とんどかからなく

な るの であ る。 このよ うな周辺 デバ イス は,

CPU機 能のサポー ト用,入 出力に関す るインタ

フェース用,プ リンタやディスクなどの周辺装置

の コントロール用などに大別される。並列入出力

用,通 信用,デ ィスク制御用,そ の他応用目的に

応 じて様々なものがある。(社)日 本 システムハウ

ス協会が,実 際に使用 している周辺 デバ イスがど

の ような ものであるかを会員に対 して行 ったアン

ケー ト調査がある。参考 までに,回 答 の あった

表1使 用 され てい る周 辺 デバ イス の例(調 査97社)

周辺デバイスの種類 %

割 り込 み コン トロー ラ 64.9

CPU機 能 サポー トLSI プログラ ムブル タイム 62.9

DMAコ ン トロー ラ 56.7

パ ラ レルポー ト 8L4

イ ンタ フ ェー スLSI

'

コ ミュ ニ ケー シ ョ ン 63.9

プ ロ トコー ルコ ン トロー ラ 36.1

CRTコ ン トロー ラ 50.5
ペ リフ ェラル コ ン ト

FDDコ ン トロー ラ 45.4
ローラLSI

プ リ ンタ コ ン トロー ラ 40.2

信 号処理 プロセ ッサ 37.1

その他 周辺LSI 音声合成用 2L6

誤 り検 出 ・訂正 用 15.5
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表2開 発 ソフ トの種 類別 割合(延 べ347社)

開発 ソフ ト %

機械制御プログラム 22.5

機器組込み応用プログラム 21.0

通信 プログラム 16.7

システムプ ログラム 12.1

画像処理 プ ログラム 10.1

事務処理 ・その他 17.6

97社 の集計結果の一部を表1に 示す。

2・2周 辺デバイスの使い方 と問題点

ここではマイクロコンピュータ応用システムの

分野 を示す ことによって,周 辺デバイスの用途を

推測 し,更 に周辺デバイスの使い方 と,使 う上で

の問題点について述べる。

マイクロコンピュータ応用システムが,ど のよ

うな用途に向けられているかを(社)日 本 システム

ハウス協会が延べ347社 に対 して調べた結果があ

る。その一部を表2に 示す。 これは,開 発 したプ

ログラムからマイクロコンピュータの用途をみた

ものである。この中か ら周辺デバイスに関連する

プ ログラムを推測す ると,機 械制御,機 器組込

み,通 信,シ ステム,画 像 まで含めて,全 体の約

82%と なる。

このように周辺デバイスの応用分野は広いが,

周辺デバイスを使用するには,そ の使い方に応じ

て引 き出したい機能 とその利用の仕方をあらかじ

め設定 しなければならない。その設定す るものを

初期化シーケンスといい,各 周辺デバイスごとに

作成する必要が ある。例 えば,8251と いうシリ

アルーパラレル変換 インタフェースLSIの 場合,

次のような項 目を指定しなければならない。

①8251と 外部装置間でのデータの ビット長
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ミ ニ 解 脱

②8251と 外部装置間でのデータの伝送方向

③ データの同期,非 同期の選定

④ ス トップビット

⑤ パ リティビット

⑥ 文字 データ長

⑦ ボーレー ト

⑧ 内部 リセッ ト

⑨send要 求

⑩ エラーリセ ット

⑪ ブレークキャラクタ

⑫ 受信イネーブル

⑬ データター ミナルレディ

⑭ トランス ミットイネーブル

これ らの項 目はモー ド(8ビ ット),コ マンド

(8ビ ット)と い う命令の各対応するビッ トご と

に設定 し,命 令 を作成 しな ければな らない。更

に,こ うして作成 した命令 を8251へ 与 える手順

に従 う初期化 シーケンスを作成するのである。

以上示したような手順で作成 した初期化 シーケ

ンスは,シ ステムを立上 げる時点で各周辺デバイ

スごとに送 り込むようにメインプログラムを作成

するのである。初期化 シーケンスを送 り込 まれた

周辺デバイスは,そ の初期化シーケンスに従 って

動作す ることになる。

プ リンタ,CRT,FDD,キ ーボー ド,モ デム

など,多 くの周辺装置はこうして初期化された周

辺デバイスを介 してアクセスされることになる。

周辺デバイスを使用することで,ハ ー ドウェア

やそのハー ドウェアに対するソフトウェアの設計

は容易になった。 しかし,初 期化の内容などは周

辺 デバイスと応用 目的に応 じて異なって くる。従

って,周 辺 デバイスを使用するには,そ れ らの仕

様 を理解 しなければならないのである。周辺デバ

イスを理解することか ら,次 の ような新たな問題

が発生する。

(1)周 辺 デバイスのマニュアルの内容を理解

し,そ の仕様が使 えるか否かを応用の立場か ら検

討 しなければな らない。

(2)こ の分野は まだ標準化され ていないた

め,使 用す る専門用語に統一性がない。従って,

自分の専門用語や知識 と,マ ニュアル中に使用 さ

れている専門用語や専門概念の間の違いを調整 を

取る時間がかかることがある。

(3)周 辺デバイスその ものの知識を得た とこ

ろで,別 の周辺デバイスに対 しては,そ の知識を

役立てることができない。
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これ らは設計時点で遭遇する事柄であるが,対

応で きるまでに時間がかかるのである。周辺デバ

イスによっては,初 期化 シーケンスを作成するま

でに何 日もかかる難解な仕様の もの もある。 この

ことは,設 計時点でのオーバヘ ッドを大 きくする

原因 となる。実際の設計ではよ くあることである

が,設 計完了 までの時間が迫 っている場合が多

く,従 って,こ のようにオーバヘッドの大 きくな

るような未経験の周辺デバイスの使用に踏み切 る

ことは困難である。 これらの ことは,長 い目でみ

ると技術力の低下を招 きかねない伏線 となる。こ

の ような状況 を解決す る一 つのアプ ローチ とし

て,周 辺デバイスの初期化シーケンスを自動的に

生成 するエキスパー トシステムが ある(S)～(9)。こ

のシステムについては次の章で解説する。

3.初 期化 シーケ ンスの 自動生 成 シス テム

ここでは,周 辺デバイスの初期化 シーケンスを

前向 き推論によって作成するシステムの概要を紹

介する。このシステムを用いることで,マ イクロ

コンピュータ応用技術者は未経験の周辺 デバイス

であっても利用できるようになる。

周辺デバイスの初期化 シーケンス自動生成シス

テムの構成概要を図1に 示す。 システムは五つの

モジュールから構成されている。 このシステムの

目的は,要 求 された仕様 を満足するデバ イスを自

動選択 し,更 にその初期化シーケンスまで自動的

に生成することで,マ イクロコンピュータ応用シ

ステム設計上の負担を軽減 しようとするものであ

る。本 システムの入出力 を以下に示す。

[入力]

① 機能要求:ど のような入出力を行いたい

か,ど のような制御を行いたいかといった要求の

ことである。

② 部品の定義:推 論データベースに登録す

る各種周辺デバイスの仕様のことである。

[出力]

初期化シーケンス:入 力された機能要求を満

機能要求
能要求
味を推

初 期 化

ロ グ ラ シー ケ ン ス
'

エ ネ レー

推 論デ
ータベース

図1初 期化 シー ケ ンス生 成 支援 シス テム
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表3初 期 化 シー ケ ンス作成 までの比 較

使 用 デバ イス
マニ ュアル

(分)

システム

(分)

8255(モ ー ド0) 25.0 0.6

8255(モ ー ド1) 25.0 0.7

8255(モ ー ド2) 29.0 0.7

8251(非 同期) 29.0 L3

8251(同 期) 43.0 1.3

足する周辺デバイスをシステムが推論 した結果

と,そ の周辺デバイスに対 して生成 した初期化シ
ーケンスである。

[システムの動作]

① このシステムでは,ど のような入出力を行

いたいかを機能要求推論部へ入力する。 この時点

では,周 辺デバイスについての知識は必要 としな

い。単に,入 出力の要求仕様でよい。

② この要求を受けて,意 味推論部はあ らかじ

め登録 してある周辺デバイスの仕様から,要 求 を

満足できる可能性のある周辺デバイスの候補を推

論する。

③ この候補からユーザとの対話により,使 用

する部品としての周辺デバイスを絞 り込む。

④ 機能要求,絞 り込んだ周辺デバイス,お よ

びその周辺デバイスの仕様から,機 能要求を満足

する初期化シーケンスを生成する。

参考 までに,実 際に初期化シーケンスを作成す

るのに,こ の システムを用いた場合 と,技 術者が

手作業で直接マニュアルを使用 した場合 とを比較

した結果 を表3に 示す。8255や8251と いった周

辺デバイスは比較的や さしいものであるが,そ れ

でも本システムを用いると手作業の4%弱 の時間

で終わることがわかる。

周辺デバイスによってはマニ ュアルの内容が難

解であるために,便 利ではあっても使用されない

機能が相 当出るものである。結局,高 機能な周辺

デバイスを十分に使い こなせるようになるまでに

は多 くの経験 を積む必要が出て くるのである。 こ

の経験 を積 まなければならないということは,人

材育成上のネックであり,ま た設計効率の低下 に

つながるのである。これらの問題点を小さ くで き

るのが本システムの利点の一つでもある。

4.あ と が き

いて述べ,そ の対応策の一例 として周辺デバイス

用初期化シーケンス作成支援 システムについて解

説 した。

このシステムはマイクロコンピュータ応用シス

テムで使用する周辺デバイスについての知識がな

くても,そ れら周辺デバイスを容易 に使用できる

ようにすることを目的 としたものである。現在の

ところ,こ のシステムは周辺デバイスの初期化シ
ーケンスの生成のみであり,マ イクロコンピュー

タ応用システムの開発からみればまだ一部の設計

効率 を上げる程度にすぎない。今後更に開発効率

を上げるには,各 種周辺装置の ソフ トドライバの

自動生成ツール,ハ ー ドウェアとソフ トウェアの

統合的な設計開発ツール,マ イクロコンピュータ

応用システム開発管理ツールなど開発研究 しなけ

ればならないテーマが山積 している。 このような

特定用途 ごとにツール を揃えてい くことで,マ イ

クロコンピュータ応用 システムの開発効率は飛躍

的に向上するもの と期待で きる。

(平成2年2月9日 受付)
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資 料4

プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス の 初 期 化

シ ー ケ ン ス の 自 動 生 成 に つ い て(■)

情 報 処 理学 会 第38回(平 成 元 年 前期)全 国 大 会

講 演 論 文集p.1158,p,1159

周 辺 デ バ イスの デー タベー スを利 用 した シス テム と して 周 辺 デ バ イス のデ バ イ

ス ドラ イバ 自動 生 成 シ ステム も考 え られ て いる。

この 論 文 で は、 その シス テム の一 部 と して プ ログ ラマ ブ ル デバ イ スの初 期 化 シ

ー ケ ン スの 自動 生 成 にっ いて、 研 究成 果 が発表 されて い る。 デ ー タベ ー スの 概念

構 造 や 分 類 ノー ド、 デ ー タ構 造 な どの提 案 が な されて い る。
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情報処理学 会第38回(昭 和64年 前期)全 国大会

4L-8

プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス の

自 動 生 成 に つ い て(■)

七沢 一、大原 茂之、小高 明夫

東海大学

1.は じめ に

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ムの プ ロ グ ラ マ ブ

ル 周辺 デ バ イ ス を 使用 す る に は、 使 用 目的 に 応 じ

て、 デ バ イ ス を初 期 化 す る シー ケ ン スを 作 成 しな

け れ ば な らな い。 以下 プ ロ グラ マ ブ ル 周 辺 デ バ イ

ス を 単 に デ バ イ ス とい う。 これ らの シ ー ケ ン ス を

作 成 す る に は、 そ の デ バ イ ス に関 連 す る 分 野 の 一

般 知 識 は も と よ り、 そ の デ バ イ ス特 有 の 知 識 を 必

要 とす る。 この た め設 計者 は未 経 験 の デ バ イ ス の

初 期 化 シ ー ケ ン ス を作 成 す る の に か な りの 時 間 を

必 要 とす る。 プ ロ グ ラ マ ブ ル 周 辺 デ バ イ ス の 初 期

化 シー ケ ン ス 自 動 生 成 シ ス テ ムは、 デ バ イ'ス特 有

の 知 識 な しに 初 期 化 シー ケ ン スを 生 成 で き る シ ス

テ ムで あ る。 従 っ て、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ応 用

技 術 者 は 未 習 熟 の 初 期 化 シ ー ケ ン ス を 容 易 に 生 成

で き る。 こ こで は この シ ス テ ム の概 要 とデ ー タ ベ

ー ス につ いて 述 べ る。 な お 本 文 中 の ブ ロ ッ ク図 の

表 現 は文 献(2)に 従 う。

口

2.1"一

図1に.初 期 化 シー ケ ン ス 自動 生 成 シ ス テ ム の構

成 を示 す。 以 下、 入 出 力 と各 部の 機 能 を 説 明 す る。

① 機 能 要 求(入 力):デ バ イ ス の 入 出 力の 仕 様。

② 初期 化 シ ー ケ ン ス(出 力):プ ロ グ ラ マ ブ ル 周

{電 気 的 特 性

辺 デ バ イ ス を 初 期 化 す る た め の コマ ン ドや デ ー タ

な どの シ ー ケ ン ス。'

③ 機 能 要 求 の 意 味 推 論 部:機 能 要 求 の意 味 を デ ー

タベ ー ス を も ち い て 推 論 す る。

④ 部 品選 択 部:上 記 機 能 要 求 の 意味 推 論 部 の 推 論

結 果 を 満 足 す る 部 品 を デ ー タ ベ ー スか ら選 択 す る。

⑤ 初 期 化 シ ー ケ ン ス ジ ェ ネ レー タ:意 味 推 論 部 の

推 論 結 果 か らデ バ イ ス の 初 期 化 シー ケ ン ス を 生 成

す る。

⑥ デ ー タ ベ ー ス:こ こで い うデ ー タ ベ ー ス は デ バ

イ ス に関 す る 一 般 的 知 識 と各 種 デ バ イ スの 仕 様 書

か ら構 築 す る。

機

能

要

求

機 能 要 求 の

意 味 推 論 部

一
初

期

化 ジ

シ エ

1ネ

ケ レ

ン1

ス タ

＼

⊥

L一部

品

選

択

部

＼

》、

L、

一

デ ー タ ベ ー ス

初

期

化

シ

ー

ケ

ン

ス

図1.デ バ イ ス ド ラ イ バ 自 動 生 成 シ ス テ ム の シ

ス テ ム 構 成

図2.概 念階 層 構 造 の 例

Auしo田aticGeneraしionof .initializeSequenceforTheProgrammableDevices(1)

HajimeNANASAWA,ShigeyukiOHARA,AkioODAKA

TOKAIuniv.
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2.2デ ー タ ベ ー ス

2.2.1デ ー タ ベ ー ス の 構 造

デ バ イ ス の デ ー タ ベ ー ス を 以 下 に 示 す 二 種 類 の

ノ ー ドを ポ イ ン タ で 結 ん だ グ ラ フ 構 造 と し て 表 現

す る○

(1)分 類 ノ ー ド

こ の ノ ー ド は デ バ イ ス の 知 識 に お け る 概 念 集 合

の 要 素 に 対 応 し て い る。 ノ ー ドの 親 子 関 係 は 子 ノ

ー ドが 親 ノ ー ドの 概 念 の 内 に 含 ま れ る こ と を 意 味

し て い る。 分 類 ノ ー ドを 取 り入 れ る こ と に よ り、

デ バ イ ス の デ ー タ ベ ー ス は 概 念 別 の 階 層 構 造 に な

る。

(2)モ ジ ュ ー ル

モ ジ ュ ー ル は モ ジ ュ ー ル 名 と 仕 様 の 一 部 に よ っ

て 構 成 さ れ て い る。 モ ジ ュ ー ル 名 は 分 類 ノ ー ド と

同 様 に 概 念 集 合 の 要 素 と 対 応 し て い'る。

.2.2.2分 類 ノ ー ド の 例

デ バ イ ス を 表1に 示 す よ う な 分 類 ノー ドで モ デ

ル 化 す る と、 図2の よ う な 概 念 階 層 構 造 に な る。

表1に 示 し た 各 分 類 ノ ー ド の 概 念 は8251、8

255、8253、8259、 μPD72001

に お け る も の で あ る。

表1.分 類 ノ ー ドの 例

従 っ て、 デ ー タ の 構 造 は プ ロ ダ ク シ ョ ン ル ー ル あ

る い は リ レ ー シ ョ ナ ル な デ ー タ と し て 表 さ れ る。

3.通 信 用 汎 用 デ バ イ ス へ の 応 用 例

以 下 に 通 信 用LSI8251の デ ー タ ベ ー ス の

モ デ ル の 一 例 を 示 す。8251の 場 合 、 前 述 し た

概 念 階 層 構 造 の コ ン ト ロ ー ル ワ ー ド に コ マ ン ド命

令、 モ ー ド命 令 の モ ジ ュ ー ル が つ な が る。

初 期設 定

]ン トト 爪

ワード

テ㌔S綴 設 定 条 件1(D=0)

送 信 イ‡一ケ 月

テ、イスイ皐・.フ●A)

分 類 ノード 概 念 の 説 明

論 理 的 情 報 実 在 す る対 象 に 関 す る憤 恨

物 理 的 情 報 想 定 す る対 象 に 関 す る情 報

初 期 設 定 初 期 化 シーケンス生 成 に 必 要 な 情 報

コン}0一 几ワード デ バ イスを 初 期 化 す る8bitの2進 数

シーケンス ]ン ト0弓1ワ ード の ト ド の 順 番

ステー9ス 情 報 デ バ イスの 状 態 情 報

7ウtス情 報 ヂ パ イスの 読 み 出 し書 き 込 み 制 御 法

端 子 機 能 デ バ イスの 各 端 子 の機 能

端 子 名 デ"バ イλの 各 端 子 の 名 称

動 作 条 件 電 源電 圧 の 規 格 値

電 気 的 特 性 入 出 力 電 圧 、 電 流 、 容 量 の 規 格 値

スイッチング 特 性 スイッチンゲ に 対 す る 規 格 値

舛 ミンプ 特 性 9イミング に 対 す る 規 格 値

2.2.3

仕 様 の 一 部 の デ ー タ 構 造 は そ の 仕 様 の 性 質 に よ

っ て 決 ま る。 そ の 例 を8251で 述 べ る。 ス テ ー

タ ス 情 報 や コ ン ト ロ ー ル ワ ー ド情 報 の ノ ー ド の 下

に あ る 仕 様 の 一 部 の デ ー タ を 考 え る。8251に

お け る ス テ ー タ ス や コ ン ト ロ ー ル ワ ー ドは8ピ ッ

ト の2進 数 で あ る。 す な わ ち 仕 様 の 一 部 の デ ー タ

論 理 的 情 報

設 定 条 件2(D=D

送 信 イ皐一プ 几

(1ネ ーーブ)L)

一

図4.8251へ の応用例
4.お わりに

本 報 告 で は プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス の 初 期 化 自

動 生 成 シ ス テ ム の 概 要 と デ ー タ ベ ー ス の 構 造、 デ

ー タ ベ ー ス の 例 を 述 べ た。 シ ス テ ム の ジ ェ ネ レ ー

タ に 関 し て は 文 献(3)に 示 す。 ま た プ ロ グ ラ マ

ブ ル デ バ イ ス を 使 用 す る に は デ バ イ ス ド ラ イ バ も

必 要 と な る。 こ れ に 対 す る 自 動 生 成 シ ス テ ム と デ

ー タ ベ ー ス に 関 し て は 今 後 の 課 題 と す る。

謝避 本 研 究 を 進 め る に 当 た り、 日 頃 お 世 話 に な

っ て い る本 学 工 学 部 長 荻 三 二 教 授 、 電 子 工 学 科 主

任 飯 田 昌 盛 教 授、 ま た 多 く の 面 で ご 支 援 頂 い た、

(社)日 本 シ ス テ ム ハ ウ ス 協 会 、 立 石 電 機 ㈱、 お

よ び 研 究 室 の 皆 様 に 感 謝 の 意 を 表 し ま す。

=

(1)大 原 茂 之:ソ フ ト ド ラ イ バ の 自 動 生 成,JAS

ATechnoBoard.Vol.1,1988

(2)大 原 茂 之=木 構 造 化 チ ャ ー ト に よ る デ ー タ

フ ロ ー の 制 御 に つ い て,情 報 処 理 学 会 第36回 全

国 大 会,1988

(3)星 ・大 原 ・小 高:プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス

の 初 期 化 シ ー ケ ン ス の 自 動 生 成 に つ い て(2),

は 各 ピ ッ トが1に な る かOに な るか の 条 件 で あ る。 於 第38回 本 大 会
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資 料5

プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス の 初 期 化

シ ー ケ ン ス の 自 動 生 成 に つ い て(2)

情 報 処 理 学会 第38回(平 成 元年 前 期)全 国大 会

講 演 論 文 集p.1160,p.1161

資 料4の プ ロ グ ラマ ブルデ バ イ スの 初期 化 シ ーケ ンス の 自動 生成 にお いて、 生

成 アル ゴ リズ ム と実 行 例 につ いて 述べ られ て い る。 論 文 で は、 パ ラ レル イ ンタ フ

ェー ス用 デバ イスi8255、 通 信用 イ ン タフ ェー ス用 デ バ イスi8251を 例

に、 前 向 き推 論 で の生 成 アル ゴ リズム を述 べ、 マニ ュ アル を使 用 した場 合 に 対 し

て、 シス テム を使 用 した場 合 の 知 識 の負 担 率 を報 告 して い る。
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情報処理学会第38回(昭 和64年 前期)全 国 大会

4L-9

プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス の

自 動 生 成 に つ い て(2)

里 長康、大原 茂之、小高 明夫

東海大学

一

こ こでは、 プ ログラマ ブル デバ イスの初 期化 に焦

点を 当て、 そ の初 期化 シー ケンス を推論 し自動的 に

生成す る方法 につ いて述べ る。

2.初 期 化 シーケ ンス ジェネ レー タ

初 期 化 シ ー ケ ン ス ジ ェ ネ レ ー タ は、 デ バ イ ス ドラ

イ バ 自 動 生 成 シ ス テ ム ロ,の 一 部 で あ る。

2.1初 期 化 シ ー ケ ン ス ジ ェ ネ レ ー タ の 入 出 力

(1)初 期 化 シ ー ケ ン ス ジ ェ ネ レ ー タ の 入 力

初 期 化 シ ー ケ ン ス ジ ェ ネ レ ー タ へ の ユ ー ザ ー の 要

求 を 対 象 と す る プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス につ いて、

以 下 の7つ に 分 類 す る。

① デ バ イ ス 名

② ポ ー トと 入 出 力 装 置 の 間 の 物 理 的 な ピ ッ ト長

③ ② に 流 れ る デ ー タの 方 向

④ 上 記 デ ー タ の 制 御

⑤ 上 記 以 外 の 入 力 パ ラ メー タ

⑥ 部 品 名

⑦ デ ー タベ ー ス か らの デ ー タ

た だ し、 ⑦ に つ い て は 以 下 の(2)に 述 べ る。

(2)デ ー タ ベ ー ス

初 期 化 シ ー ケ ン ス ジ ェ ネ レ ー タ へ 入 力 され るデ ー

タベ ー スの デ ー タ に は、 プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ スの

初期 化 シ ー ケ ン ス を 生 成 す る た め の ル ー ル が 記 述 し

て あ る。

(3)初 期 化 シ ー ケ ン ス ジ ェ ネ レー タ の 出 力

初 期 化 シ ー ケ ン ス ジ ェネ レー タ か らの 出 力 は、 プ

ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス で あ る。

この 初 期 化 シ ー ケ ン ス に よ り、 プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ

イ ス を 初 期 化 す る こ と が で き る。

2.2初 期 化 シ ー ケ ンス の 牛 成

初期 化 シーケ ン スの 集成 とは、 上記 に述べ た入 力
じ

とデ ー タ ベ ー ス か ら取 り出 し た ル ー ル を 用 い て、 前

向 き推 論 で 初 期 化 シー ケ ン ス を 求 め る こ とで あ る。

以 下 、 並 列 用 ボ ー トと通 信 用 イ ン タ フ ェ ー ス を 例

に し て 述 べ る。 要 求 よ り、 初 期 化 シ ー ケ ン ス を 得 る

ア ル ゴ リ ズ ム は 次 の 通 り で あ る。

[ス テ ッ プ1]デ バ イ ス名 を キ ー と して デ ー タ ベ ー

ス を 捜 す。.

[ス テ ッ プ2]ピ ッ ト長、 デ 一台タの 方 向、 そ の デ ー

タの 制 御、 通 信 用 パ ラ メ ー タ 等 が デ ー タ ベ ー ス の デ

ー タ の フ ォー マ ッ トと一 致 す る か を 判定 す る。

【ス テ ッ プ3]入 力 の デ ー タ を キ ー と して デ ー タ ベ

ー ス か らル ー ル を 取 り出 す。

一[ス テ ッ プ4]デ ー タ ベ ー ス か らの ル ー ル が 初 期 化

シ ー ケ ン スそ の も の を 生 成 す る ル ー ル で な け れ ば、'

その ル ー ル よ り 推 論 さ れ た デ ー タ を キ ー と し て、 ス

テ ッ プ3を 行 な う。

[ス テ ッ プ5〕 ピ ッ ト長、 デ ー タ の 方 向、 そ の デ ー

タの 制 御、 そ の 他 の 入 力 パ ラ メ ー タ の デ ー タ、 お よ

び ス テ ッ プ4で 得 られ た ル ー ル か ら初 期 化 シ ー ケ ン

ス を 生 成 す る。

以 上 の ス テ ッ プ で、 初 期 化 シー ケ ン ス が 得 られ る。

2.3シ ス テ ム の 実 現 と子 の 実 行 例

(1)画 面 構 成

こ こ で は 、8251と8255が 生 成 で き る 範 囲

で あ る が、 画 面 の 構 成 は ポ ー トと 入 力 の パ ラ メー タ、

初 期 化 シ ー ケ ン ス 等 にっ い て の 欄 か らな る。

(2)入 力手 順

ユ ー ザ ー が デ ー タ を 入 力 す る と き に、 本 シ ステ ム

側 で ポ ー トに 番 号 を 与 え る。 これ は、 初 期 値 が1で

あ る。 デ バ イ ス 名 は、 メ ー カ ー の 通 称 で あ る。 ポ ー

トと 入 出 力装 置 の 間 の ビ ッ ト長 は、1ピ ッ ト単 位 で

入 力 す る。 デ ー タ の 方 向 の 種 類 と して は 入 力、 出 力、

双 方 向 の う ち、 い ず れ か を 選 択 入 力 す る。 そ の デ ー

タの 制 御 には 、 有 無 の ど ち らか を 選 択 入 力す る。 も

し、 こ の 入 力 だ け で は、 初 期 化 シ ー ケ ン ス を 生 成 す

る こ と が で き な け れ ば、 さ らに 必 要 な パ ラ メ ー タ を

選 択 入 力 す る よ う に 本 シ ス テ ム側 が 指 示 を す る。 入

力画 面 は、 図1で あ る。

Auしo皿aしicGenerationoffnitializeSequenceforT.heProgrammableDevices(2)

NagayasuHOSHI,ShigeyukiOHARA,AkioODAKA

TOKAIuniv.
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(3)初 期 化 シ ー ケ ンヌ の 出 力

本 シ ス テ ム が 初 期 化 シ ー ケ ン ス を 出 力 す る と き は、

プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス の 名 前、 それ に 対 応 す る ポ

ー トの 番 号 が 出 力 され る。 出 力 画 面 は 図2で あ る。

(4)実 行 例

こ こ で は、 ポ ー ト番 号1に プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ

ス で あ る8251を 割 り 当 て、 そ の 初 期 化 シ ー ケ ン

ス を 生 成 す る例 を取 り上 げ る。

デ バ イ ス 名 は8251、 ビ ッ ト長 は"1"、 デ ー

タの 方 向 は"双"、 デ ー タ の 制 御 は"有"、 通 信 用

の パ ラ メ ー タ は"同 期 式"と 選 択 入 力 す る。

ス テ ッ プ1で は、 デ バ イ ス名 に よ り、 そ の デ バ イ

ス の ル ー ル に 関 す るデ 一口タ を捜 す。 ス テ ッ プ2で は、

ピ ッ ト長 が"1"、 デ ー タ の 方 向 が"双"、 デ ー タ

の 制 御 が"有"、 通 信 用 の パ ラ メ ー タ が"同 期 式"

と い う の が デ ー タベ ー ス の デ ー タ の フ オ ーーマ ッ トに

一 致 す る か を 判 定 す る。 ス テ ッ プ3で は 、8251

を キ ー と して、8251は 通 信 と 関 係 す る と い う こ

とを 取 り 出 す。 ス テ ップ4で は、 通 信 と い う デ ー タ

だ け で 初 期 化 シ ー ケ ン ス を 生 成 す る こ と が で き な い

の で、 通 信 を キ ー と して ス テ ッ プ3を 行 な う。 そ の

結 果、 通 信 は 同 期 式 に 関 係 す る。 こ れ よ り、825

1が 同 期 式 に 関 係 す る こ とを 推 論 す る。 最 終 的 に、

同 期 式 は モ ー ド命 令 の ビ ッ トDeと 関 係 す る。 ス テ ッ

プち で は、 ル ー ル に従 っ て、 初 期 化 シ ー ケ ン ス を ビ

ッ トご と に 値 を 決 め る。 こ こ で は、 モ ー ド命 令 の ビ

ッ トDeは0と な る。 な お、 モ ー ド命 令 は、825

1の 初 期 化 シ ー ケ ン ズ の 一 部 で あ る。

出 力 で は、 プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ スの 名 前 は82

51、 対 応 す る ボ ー ト番 号 は1、 得 られ た 初 期 化 シ

ー ケ ン ス は10011000、10111011と

表 示 さ れ る。

デ バ イ ス 名8251

ビ ッ ト長

デ ー タ の 方 向 双

デ ー タ の 制 御 右

図1入 力画 面

鋼

本 システム を使 うこ とによ り、8251や825

5に 固有の専 門知識 な しに各々の 初期 化 シーケン ス

を生成 す るこ とができ た。 ここでは、 本 システムを

使用 した場合 と、 人間 が直接マ ニ ュアルを使 用 して

初期 化シー ケ ンスを求め る場合 を比較 す る。 その た

め、 初期化 シー ケンス を生成す る まで に必 要 とされ

る知 識の量 を評価 の 目安 とす る。 人 間が マニ ュア ル

を直 接使用 して いた場合 には、8251と8255

に固 有の専 門知識811個 を必 要 とす る。 一方、 シ

ステムで入 力す る固有 の専門知 識 は14個 あ った。

この ことよ り、 本シ ステム を使 用 すれ ば、 使用 しな

い ときに比較 して1.7%の 知識 で済 むこ とがわ か

る。 この よう に、 本 システ ムはプ ロ グラマ ブルデバ

イ スの内部を知 らな くて も初 期化 シ ーケ ンスを生成

す ることがで き るの で、 ユ ーザー のデ バイ スに対 す

る知 識吸 収の 負荷 を軽 減す る と考え られ る。

一

本 報告の段 階 では、 デ バイ ス ドライバ 自動 生成 シ

ステムの 一部 を実現 したにす ぎな い。 今後 の課題 と

して、 割 り込 み コ ン トロー ラ、 タイマ、 デ ィスプ レ

イコ ン トロー ラ等のプ ログ ラマブル デ バイスの範 囲

を広 げ る予定 で あ る。

紅斑 本研 究を進 め るに当 た り、 日頃 か らお世話 に

なって いる本 学 工学 部長萩 三二教 授、 電子工学科 主

任 飯田 昌盛 教授、 また、 多 くの面 で ご支援 いただ い

た(社)日 本 システ ムハ ウス協会、 立石電機(株)、

お よび研究室 の皆様 に感謝 の意 を表 します。

・参主文 魅

(1)七 沢、 大原、 小高1プ ロ グラマ ブルデバ イス

の初期 化 シー ケ ンスの 自動生成 につ いて(1)、 於

第38回 本大 会

ポ ー ト

初 期 化 シ ー ケ ン ス

OOOOO

OO

図2出 力 画 面
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資 料6

デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス

生 成 支 援 シ ス テ ム
ーシステムの構造一

情 報 処理 学 会 第39回(平 成 元年 後期)全 国 大 会

講 演 論文 集p.2278,p.2279

プ ログ ラマ ブ ル周辺 デバ イ ス の初 期化 シ ーケ ンス生成 シス テム で は、 ユ ー ザの

要 求 入 力 に柔 軟 に対応 す る必要 が あ る。 前 回の論 文 に対 して、 よ り具体 的 な シ ス

テ ム 構成、 デ ー タベ ー ス構造 を報 告 し、 専 門用 語解 説機 能 を提 案 して い る。
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4Z-6

デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス 生 成 支 援 シ ス テ ム

ー シ ス テ ム の 構 造 一

七沢 一、大原 茂之、小高 明夫

東海大学

1.は じめ に

プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス(以 下、 デ バ イ ス と 略

す)を マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に 使 用 す る

場 合、 使 用 目 的 に 応 じ て デ バ イ ス を 初 期 化 す る シ

ー ケ ン ス が 必 要 で あ る。 通 常 こ れ らの シ ー ケ ン ス

は、 デ バ イ ス の マ ニ ュ ア ル を 用 い て 作 成 さ れ る。

しか し、 デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス は 複 雑 な も

の が 多 く、 ま た デ バ イ ス の 種 類 が 異 な る と初 期 化

シ ー ケ ン ス も 異 な っ て く る。 こ の た め、 技 術 者 は

デ バ イ ス を 使 用 す る た び に、 デ バ イ ス の マ ニ ュ ア

ル を 読 み 理 解 し な け れ ば な ら な い 。 特 に 未 経 験 の

デ バ イ ス の 場 合、 そ の マ ニ ュ ア ル を 理 解 す る ま で

に 多 く の 時 間 を 費 や し、 シ ス テ ム を 設 計 す る 上 で

の オ ー バ ー ヘ ッ ドの 大 き な 要 因 と な る。 そ こ で 我

々 は、 上 記 の 意 味 で の マ ニ ュ ア ル を 読 ま ず に 初 期

化 シ ー ケ ン ス を 生 成 で き る こ と を 目 的 と す る1デ

バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス 生 成 支 援 シ ス テ ム を 提

案 す る。 ・

一

2.1シ ス テ ム 構 成 の 概 要

本 シ ス テ ム の 構 成 を 図1に 示 す.

マ シ ン イ ン タ ー フ ェ ー ス を 通 し て、

要
求
入
力

ユ
ー
ザ
支
援
情
報

ユー ザ はマ ン

対 話 形 式 で入

図1.シ ス テム構成

初
期
化
シ

ー
ケ
ン
ス

力 を 行 っ て い く。 各 部 の 概 要 を 以 下 に 述 べ る。

(1)要 求 入 力

要 求 入 力 は シ ス テ ム に ユ ー ザ の 要 求 目 的 を 伝 え

る も の で あ り、 デ バ イ ス の 入 出 力 の 仕 様 、 デ バ イ

ス の パ ラ メ ー タ、 マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス 機 能

の 実 行 要 求 の 三 つ が あ る。

(2)初 期 化 シ ー ケ ン ス

ユ ー ザ の 要 求 入 力 に 対 す る シ ス テ ム の 出 力 で あ

る。 初 期 化 シ ー ケ ン ス は 使 用 す るCPUの ア セ ン

ブ ラ で 生 成 す る。

(3)ユ ー ザ 支 援 情 報

シ ス テ ム よ り ユ ー ザ に 送 ら れ る ユ ー ザ 支 援 の た

め の 情 報 で あ る。 例 え ば 専 門 用 語 の 解 説 や 各 種 パ

ラ メ ー タ の 入 力 要 求 等 が あ る.

(4)マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス

マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス は、 ユ ー ザ と シ ス テ

ム の 応 答 を ス ム ー ズ に 行 な う も の で あ り、 マ ン マ

シ ン イ ン タ フ ェ ー ス へ の 入 力 は 要 求 入 力 と 初 期 化

シ ー ケ ン ス ジ ェ ネ レ ー タ、 デ バ イ ス 選 択 部、 デ ー

タ ベ ー ス の 各 モ ジ ュ ー ル か らの デ ー タ で あ る。 イ

ン タ フ ェ ー ス か ら の 出 力 は ユ ー ザ 支 援 情 報 と 初 期

化 シ ー ケ ン ス で あ る。

(5)初 期 化 シ ー ケ ン ス ジ ェ ネ レ ー タ

マ ン マ シ ン イ ン タ ー フ ェ ー ス か らの 情 報 と デ ー

タ ベ ー ス よ り、 ユ ー ザ の 要 求 目 的 に 応 じ た、 デ バ

イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス を 生 成 す る。

(6)デ バ イ ス 選 択 部

マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス よ り 与 え ら れ た ユ ー

`ン情

理的情

ノ ロールワー

デバ イス

設定情

理的情

テ一夕ス情

図2.デ ータベー スの構 造 の一部

Generate-AidSysヒemforInitializeSequenceofTheDevices-SystemConstruction－

HajimeNANASAWA,ShigeyukiOHARA,AkioODAKA

TOKAIuniv.
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1・ 一・1U・ 一ト21

出力 ウィン ドウ2

非同期

非同期確認力丸 以下に、タイムチャートを示す。

AB

旧チータ
データ

レディ(A)

研ヂータ

レ'イ

!'ト レ'イ

出力 ウィン ドウ1

出力ウィンドウ2に 非同期の露 見を行ないます・

入力 ウィン ドウ

ポートの番号…1

データのビット数

個1ピ ット ロ}4ピ ヅト1薗8ピ ット

テ」タの方向

田入力ロ出力 団双方向
9脚の随類

ω同期 ②唖Olハ ンドシェーク

{4クロック6}照 し

ザ の 要 求 入 力 を、

デ ー タ ベ ー ス に 登 録 さ れ て い る デ バ イ ス の 集 合 か

ら ユ ー ザ の 要 求 を 満 た す デ バ イ ス を 絞 り 込 む.

(7)デ ー タ ベ ー ス

シ ス テ ム の デ ー タ ベ ー ス は プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ

イ ス に 関 す る 一 般 的 知 識 と 各 種 デ バ イ ス の 仕 様 書

か ら構 築 し た も の で あ る。 デ ー タ ベ ー ス の 構 造 は

図2に こ の 構 造 を 示 す よ う に、 概 念 別 階 層 の 木 構

造 で あ る。

2.2マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス の 機 能

図3.入 出力画面

デ ー タ ベ ー ス を 用 い て 解 析 し、.2.3 マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス の 入'出 力 画 面

マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス は ユ ー ザ と初 期 化 シ

ー ケ ン ス ジ ェ ネ レ ー タ、 デ バ イ ス 選 択 部 の 仲 介 を

行 う。 マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス は デ ィ ス プ レ イ

上 に お け る 入 力 画 面、 出 力 画 面 等 の レ イ ア ウ ト管

理 を 行 う ほ か、 以 下 の 機 能 を 有 す る。

(1)視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス 機 能

こ れ は、 ユ ー ザ の 要 求 入 力 に 対 し て、 図 形 な ど

の 視 覚 的 的 情 報 を 出 力 す る 機 能 で あ る。 視 覚 的 情

報 に は 次 の よ う な も の が あ る二

① ユ ー ザ の 入 力 し た デ バ イ ス の 入 出 力 仕 様 の ブ

ロ ッ ク 図

② 通 信 用 デ バ イ ス の パ ラ メ ー タ に 対 す る タ イ ミ

ン グ 図

③ そ の 他 、 ピ ン 構 成 な ど の デ バ イ ス の 物 理 的 情

報 な ど

C2)専 門 用 語 解 説 機 能

こ れ は、 ユ ー ザ と マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス と

の 間 で 使 用 さ れ る デ バ イ ス の 専 門 用 語、 専 門 概 念、

パ ラ メ ー タ の 解 説 を 行 う 機 能 で あ る.図3に82

51で の 非 同 期 の 意 味 を 解 説 し て い る 例 を 示 す。

(3)し お り 機 能

こ れ は、 ユ ー ザ の 作 業 中 断 に 対 して、 途 中 ま で

の 入 力 デ ー タ と そ の 位 置 を 保 存 す る こ と に よ り、

シ ス テ ム を 再 起 動 し た と き に、 中 断 し た と こ ろ か

ら の 要 求 入 力 開 始 を 可 能 と す る 機 能 で あ る.

入 力 方 法:入 力 ウ ィ ン ドウ 内 に マ ン マ シ ン イ ン

タ フ ェ ー ス が 提 示 し た 選 択 子 を マ ウ ス に よ っ て 選

択 す る。

出 力 方 法:出 力 ウ ィ ン ド ウ に ユ ー ザ 支 援 情 報 を

出 力 す る。 初 期 化 シ ー ケ ン ス は 各 ポ ー トの 下 に 出

力 す る。"

上 記(2)で 述 べ た 図3は こ の マ ン マ シ ン イ ン

タ フ ェ ー ス の 入 出 力 画 面 の 例 で あ る。

3.お わ り に

本 報 告 で は、 デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス 生 成

支 援 シ ス テ ム の 構 成、 お よ び マ ン マ シ ン イ ン タ フ

ェ ー ス の 機 能 に つ い て 述 べ た.シ ス テ ム の ジ ェ ネ

レ ー タ、 デ バ イ ス 選 択 部 に つ い て は 文 献(2),(3)に

示 す.ま た プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス を マ イ ク ロ コ

ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 中 で 使 用 す る に は、 配 線 情

報 な ど も 必 要 と な る。 こ の ハ ー ドウ エ ア と ソ フ ト

ウ エ ア を 含 め た 生 成 支 援 シ ス テ ム は 今 後 の 研 究 課

題 で あ る。

謝豊 本 研 究 を 進 め る に 当 り、 日 頃 お 世 話 に な っ

て い る 本 学 工 学 部 長 荻 三 二 教 授 、 電 子 工 学 科 主 任

飯 田 昌 盛 教 授 、 ま た 多 く の 面 で ご 支 援 い だ だ い た、

情 報 処 理 振 興 事 業 協 会 殿 、(社)日 本 シ ス テ ム ハ

ウ ス 協 会 殿、 立 石 電 機 ㈱ 殿 、 お よ び 研 究 室 の 皆 様

に 感 謝 の 意 を 表 しま す。
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(1)七 沢 ・大 原 ・小 高:プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ

ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス の 自 動 生 成 に つ い て(1)

,情 報 処 理 学 会 第38回 全 国 大 会,1989

(2)星 ・大 原 ・小 高:デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ

ン ス 生 成 支 援 シ ス テ ム ー マ ン マ・シ ン イ ン タ ー フ ェ

ー スr ,於 第39回 本 大 会,1989

(3)野 村 ・大 原 ・小 高:デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー

ケ ン ス 生 成 支 援 シ ス テ ム ー デ バ イ ス 選 択 機 能 一,

於 第39回 本 大 会,1989
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資 料7

デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス

生 成 支 援 シ ス テ ム

ーマンマシンインタフェースー

情 報 処理 学会 第39回(平 成 元年 後 期)全 国 大 会

講i演論文 集p,2280,p,2281

周 辺 デ バ イ ス初 期 化 シー ケ ン ス 自動 生 成 シ ス テ ム の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス は、

テ キ ス トベ ー ス で あ る だ け で な く、 視 覚 的 情 報 を 表 示 し た 方 が 良 い も の が あ る。

例 え ば、i8253の よ う な タ イ マ/カ ウ ン タ 関 係 の デ バ イ ス の よ う に、 タ イ ミ

ン グ 情 報 が 重 要 で あ る もの も 多 い。 こ の 論 文 で は、 こ れ ら の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー

ス に つ い て 報 告 して い る。
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4Z-7

デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス 生 成 支 援 シ ス テ ム

ー マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス ー

星 長庚、大原 茂之、小高 明夫

東海大学

1.は じめ に

プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス(以 下 、 デ バ イ ス と 略 記)

の 初 期 化 シ ー ケ ン ス を 自 動 的 に 生 成 す る シ ス テ ム(

以 下、 シ ス テ ム と略 記)に っ い て す で に 報 告 した.

本 報 告 で は、 シ ス テ ム の マ ンマ シ ン イ ン タ フ ェ ー

スt3'に 焦 点 を 当 て、 デ バ イ ス を 初 期 化 す る パ ラ メ ー

タ を 視 覚 的 に と ら え る 方 法 に っ い て 述 べ る.

工

2.1視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス のR的

視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス を 用 い る こ と に よ り、 デ バ

イ ス を 初 期 化 す る パ ラ メ ー タ を 応 用 分 野 ご と に共 通

化 す る こ と が で き る。 こ こ で は、 以 下 の パ ラ メ ー タ

を 対 象 とす る。

① 通`言 の パ ラ メ ー タ

② タ イ マ/カ ウ ン タ の パ ラ メ ー タ

上 記 ① 、 ② の 視 覚 化 を タ イ ミ ン グ チ ャ ー トと して

と ら え る.

2.2視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス の 位 置 付 け

視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス は、 マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ

ー ス の 一 部 に 位 置 付 け ら れ る.

.2.3観 賞 的 イ ン タ フ ェ ー ス の 入 出 力

視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス の 入 力 お よ び 出 力 は、'シ ス

テ ム 内 部 の や り と り と、 ユ ー ザ の 要 求 か ら な る。

(1)視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス の 入 力

以 下 の 項 目 は、 視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス の 入 力 で あ

る.

① ポ ー トと 入 出 力 装 置 の 間 の 物 理 的 な ビ ッ ト長

② ポ ー トと 入 出 力 装 置 の 間 に 流 れ る デ ー タ の 方 向

③ ポ ー トと 入 出 力 装 置 の 間 に 流 れ る デ ー タ の 制 御

④ デ バ イ ス 名

⑤ デ ー タ ベ ー ス か ら の デ ー タ

⑥ デ バ イ ス を 初 期 化 す る パ ラ メ ー タ の 値

上 記 ① 、 ② 、 ③ 、 ④ 、 ⑤ は、 シ ス テ ム 内 部 の や り

と り で あ り、 上 記 ⑥ は、 ユ ー ザ の 要 求 で あ る。

(2)視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス の 出 力

以 下 の 項 目 は、 視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス の 出 力 で あ

る.

① ポ ー ト と 入 出 力 装 置 の 間 の 物 理 的 な ピ ッ ト長

② ポ ー ト と入 出 力 装 置 の 間 に 流 れ る デ ー タ の 方 向

③ ポ ー ト と入 出 力 装 置 の 間 に 流 れ る デ ー タ の 制 御

④ デ バ イ ス 名

⑤ デ バ イ ス を初 期 化 す る パ ラ メ ー タ お よ び そ の 値

上 記 ① 、 ②、 ③ 、 ④ は、 視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス の

入 力 と 同 等 で あ る.上 記 ⑤ は、 画 面 に 表 示 し、 ユ ー

ザ が パ ラ メ ー タ に 対 して、 設 定 し た 値 で あ る.

、2.4初 期 化 シ ー ケ ン ス の 生 成

シ ス テ ム は、 上 に 述 べ た 視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス を

用 い て、 初 期 化 シ ー ケ ン ス を 生 成 す る.以 下 に、 初

期 化 シ ー ケ ン ス を 求 め る アル ゴ リ ズ ム を 示 す.

[ス テ ッ プ1]ユ ー ザ は、 視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス が

表 示 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー トを 選 択 す る.

[ス テ ッ プ2]視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス は、 ユ ー ザ に

選 択 さ れ た パ ラ メ ー タ に 対 して、 属 性 を 決 定 す る.

[ス テ ッ プ3]視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス は、 出 力 デ ー

タ を、 初 期 化 シ ー ケ ンス ジ ェ ネ レ ー タ の 入 力 へ 渡 す.

[ス テ ッ プ4]初 期 化 シ ー ケ ン ス ジ ェ ネ レ ー タ は、

視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス か らの 出 力 デ ー タ を用 い て 初

期 化 シ ー ケ ン ス を 生 成 す る.

2.5シ ス テ ム の 実 行 例

(1)画 面 構 成

入 力 画 面 は タ イ ミ ング チ ャ ー ト、 デ バ イ ス を 初 期

化 す る パ ラ メ ー タ 等 の 項 目か ら な り、 出 力 画 面 は、

初 期 化 シ ー ケ ン ス 等 に つ い て の 項 目 か ら な る.こ こ

で は、 通 信 ま た は タ イ マ/カ ウ ン タ の パ ラ メ ー タ を

対 象 と す る.'

(2)入 力 方 法

ユ ー ザ は、 シ ス テ ム で タ イ ミ ン グ チ ャ ー トを 表 示

す る の で、 要 求 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー トを 選 択 す る.

Generate--AidSystemforInitializeSequenceofTh'eDevice-Han-HachineInterface-

HagayasuHOSHI,ShigeyukiOHARA,AkioODAKA

TOKAIuniv.
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ま た、 ユ ー ザ は、 選 択 し た タ イ ミ ン グ チ ャ ー トに 必

要 な パ ラ メ ー タ の 入 力 を 行 な う。

(3)出 力 形 式

出 力 は、CPU名 、 デ バ イ ス 名、 初 期 化 シ ー ケ ン

ス で あ る.こ こ で は、 シ ス テ ム が 表 示 し た デ バ イ ス

名 に 対 応 す る初 期 化 シ ー ケ ン ス を 画 面 に 出 力 す る.

(4)実 行 例

こ こ で は、 タ イ マ/カ ウ ン タ の デ バ イ ス と して、

i8253を 例 に と っ て 述 べ る。

ユ ー ザ は、 デ バ イ ス 名 と してi8253を 選 択 し

た 後、i8253を 初 期 化 す る た め の パ ラ メ ー タ の

値 を 入 力 す る。 こ こ で、 視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス は、

タ イ ミ ン グ チ ャ ー トで あ るCLK、WR、OUT等

を 表 示 す る。 ユ ー ザ は、 シ ス テ ム が 画 面 に 表 示 し た

タ イ ミ ン グ チ ャ ー トを 選 択 す る.こ の 段 階 で ユ ー ザ

は、i8253の モ ー ドを 決 定 し た こ と に な る.ま

た、 ユ ー ザ は、 選 択 した タ イ ミ ン グ チ ャ ー トに 必 要

な パ ラ メ ー タ と して カ ウ ン ト等 を 入 力 す る。 す ぺ て

の 入 力 が 終 了 す る と視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス は、 初 期

化 シ ー ケ ン ス ジ ェ ネ レ 一 夕 ヘ モ ー ド、 カ ウ ン ト等 の

デ ー タ を 出 力 す る.最 終 的 に、 シ ス テ ム は、 ユ ー ザ

の 要 求 す る 初 期 化 シ ー ケ ン ス を 出 力 す る.

カウン ト終了時割 り込み

CLK-L∫ 寸_∫■」-L輌

OUT

n=4

タイマ/カ ウンタ用パラメータ

カウン ト(n):4

カウン ト方式BCD

図1入 画面一1

非同期通信方式

or

RxDstartbit

通 信 用 パ ラ メー タ

ビ ッ ト長(b)

ス トップ ビ ッ ト(s)

パ リテ ィチ ェ ッ ク(p):

図2入 力画面一2

8

5

撒

・

'
イ
ー

i8253を 初 期 化 す る パ ラ メ ー タ を、 視 覚 化 し

た 実 行 例 を 図1に 示 し、i8251を 初 期 化 す る パ

ラ メ ー タ を、 視 覚 化 した 実 行 例 を 図2に 示 し、i8

253とi8251の 初 期 化 シ ー ケ ン ス を、 出 力 し

た 実 行 例 を 図3に 示 す.

一

本 報 告 で は、 マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス の 一 部 で

あ る視 覚 的 イ ン タ フ ェ ー ス を 示 した.初 期 化 シ ー ケ

ン ス ジ ェ ネ レ ー タ に 必 要 な デ バ イ ス の パ ラ メ ー タを、

視 覚 的 に 表 示 す る イ ン タ フ ェ ー ス を 用 い る こ と に よ

り、 ユ ー ザ は、 デ バ イ ス を 意 識 せ ず に 初 期 化 シ ー ケ

ン ス を 得 る こ と が で き る。

今 後 の 課 題 と して、 並 列 ポ ー ト、 割 り込 み コ ン ト

ロ ー ラ、 デ ィ ス プ レ イ コ ン ト ロ ー ラ 等 の デ バ イ ス の

視 覚 化 に っ い て 検 討 す る 予 定 で あ る.

齪

本 研 究 を 進 め る に 当 た り、 日 頃 か らお 世 話 に な っ

て い る 本 学 工 学 部 長 萩 三 二 教 授、 電 子 工 学 科 主 任 飯

田 昌 盛 教 授、 ま た、 多 く の 面 で ご支 援 い た だ い た 情

報 処 理 振 興 事 業 協 会 殿 、(社)日 本 シ ス テ ム ハ ウ ス

協 会 殿、 立 石 電 機 く株)殿 、 お よび 研 究 室 の 皆 様 に

感 謝 の 意 を 表 し ます.

=

(1)七 沢 、 大 原 、 小 高:プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス

の 初 期 化 シ ー ケ ン ス の 自 動 生 成 に つ い て(1)、 第

38回 大 会

(2)星 、 大 原、 小 高:プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス の

初 期 化 シ ー ケ ン ス の 自動 生 成 に っ い て(2)、 第3

8回 大 会

(3)七 沢 、 大 原 、 小 高:デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ

ン ス 生 成 支 援 シ ス テ ム ー シ ス テ ム の 構 造 一、 於 第3

9回 本 大 会

シ ス テ ム ・パ ス

i8253

MOVAL,37H
OUTOFF80H
MOVAL,01H
OUTOFF80H
MOVAL,00H
OUTOFF80H

図3

i8251

MOVAL,00H
OUTOFF30H
OUTOFF30H
OUTOFF30H
MOVAL,40H
OUTOFF30H
MOVAL,9EH
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資 料8

デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス

生 成 支 援 シ ス テ ム
ーデバイス選択機能一

情報 処 理 学会 第39回(平 成 元年 後期)全 国 大 会

講 演 論文 集p,2282,p.2283

初 期化 シー ケ ンス生 成 支援 シス テムの デ バ イ ス選 択機 能 で は、 デバ イ スの 選択

の 他 にCPUの フ ァ ミ リに よる優 先 や、 デ バ イ ス数 に よる優 先 な どを行 って い る。

この 論 文 で は、 これ らの優 先 的 な選択 機 能 にっ いて報 告 して い る。
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情報処理学会第39回(平 成元年後期)全 国大会

4Z-8

1.は'こ

デ バ イ ス の 初 期 化 シ ー ケ ン ス 生 成 支 援 シ ス テ ム

ー デ バ イ ス 選 択 機 能 一

野村 勝幸、大原 茂之、小高 明夫

東海大学

デ バ イ ス 選 択 機 能 は、 プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス の

初 期 化 シ ー ケ ン ス 生 成 支 援 シ ス テ ム の 一 部 で あ る。

以 下、 プ ロ グ ラ マ ブ ル デ バ イ ス を デ バ イ ス と 記 す。

デ バ イ ス を 利 用 し て、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の シ

ス テ ム を 構 築 す る に 当 た り、、技 術 者 は 論 理 的 な 機 能

要 求 か ら 具 体 的 な デ バ イ ス を 決 定 しな け れ ば な らな

い.従 来、 デ バ イ ス の 決 定 に は 経 験 的 な 知 識 を 必 要

と し た。 ま た、 技 術 者 の 知 識 外 の デ バ イ ス で あ れ ば、

経 験 的 に 決 定 を 行 う こ と は 困 難 で あ る.

本 報 告 で は、 具 体 的 な デ バ イ ス を 考 慮 せ ず に 論 理

的 な 機 能 要 求 を 行 い、 デ バ イ ス を 自 動 的 に 選 択 す る

機 能 に っ い て 述 べ る.

2.デ バ イ ス 選 択 機 能 の 構 成

図1に デ バ イ ス 選 択 機 能 の 構 成 を 示 す。 以 下 に デ

バ イ ス 選 択 機 能 の 入 出 力、 要 求 解 析 部、 選 択 部、 デ

ー タ ベ ー ス に っ い て 説 明 す る.

2.』1-■ バ"匂

(1)デ バ イ ス選 択 機 能 の 入 力

デ バ イ ス 選 択 機 能 の 入 力 は、 論 理 機 能 要 求、CP

U名 と デ ー タベ ー ス か らの デ ー タ で あ る。

＼

マ
ン
マ
シ
ン

イ
ン
タ
フ

〒
ス

一…デ バ イ ス 選 択 機 能 ・

＼ 要

巌誓/

/

選択

部

/

＼

/

→ )

＼

.

デー タベース

図1選 択 機能 の 要 求

デ バ イス選 択 機能 の 入力 項 目 を以 下 に分 類 す る.

① ポ ー トと入出 力装 置 間の 物理 的 な ビ ッ ト長

② 上 記 ① に流 れ るデ ー タの 方向

③ 上 記① に流 れ るデ ー タの 制御

④CPU名

⑤ デ ー タベ ースの 出 力

物 理 機能 要 求 とは、 具体 的 な デ バ イ スの機 能 要 求

の こ とで あ り、 また 論理機 能 要 求 と は具 体的 な デバ

イス に 依存 しな いポ ー ト単 位 の機 能 要 求 の こ とで あ

る。 論理 機 能要 求 の構 成 は、 デ ー タ 入出 力定 義 とデ

ー タ制御 定 義 で上記 の 分類 項 目①
、 ② と③ にそ れぞ

れ対応 す る.

ボ ー ト

8

①データ線の方向

②データのビット長

③制ぴ防 法

v..v-_ノ ＼_vrノ

①② ③

図2論 理 機 能 要 求

(2)デ バ イス選 択機 能 の 出力

デ バ イス 選択 機 能 の 出力 は、 入 力項 目 に適合 す る

具 体 的 なデ バ イス の名 称 で あ る。

一

要求 解 析 部の 入 力 は、 マ ンマ シ ン イ ン タフ ェー ス

か ら{31の 論理 機能 要 求 とデ ー タベ ー スの 出 力で あ

る.要 求解 析 部 の 出 力は物 理機 能 要 求 であ る。

要 求 解析 部 で は、 論 理機 能 要 求 を物 理機 能要 求 に

変換 す るに 当 た り論 理 機能 要 求 入 力の 項 目をキ ー ワ

ー ドに して デー タベ ー ス を検 索 し
、 論 理機 能要 求 を

解 析 す る.

GeneraヒerAidSysヒemforIinitializeSequenceofTheDevice-TheFunctionofSelecヒingDevice-

KatsuyukiNOMUR'A,ShigeyukiOHARA,Aki'oODAKA

TOXAIuniv.
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要 求 解 析 部 は 主 に 以 下 の2つ の 事 柄 につ い て 解 ド

す る.

(1)論 理 機 能 要 求 入 力 の 矛 盾 性 の チ ェ ッ ク

要 求 解 析 部 は、 論 理 機 能 要 求 を 物 理 機 能 要 求 に 変

換 す る に 当 た り、 変 換 可 能 か ど う か と い っ た 論 理 機

能 要 求 の 矛 盾 性 を 解 析 す る。 こ こ で 言 う矛 盾 性 と は、

論 理 機 能 要 求 の デ ー タ 入 出 力 定 義 と デ ー タ 制 御 定 義

と か ら成 る 情 報 が 変 換 に お い て 不 適 確 で あ る か、 不

足 して い る か と い う こ と で あ る。 こ の 様 な 論 理 機 能

要 求 の 矛 盾 が 存 在 し た 場 合、 エ ラ ー 情 報 と し て 出 力

す る.

(2)ポ ー ト単 位 に よ る 論 理 機 能 要 求 を デ バ イ ス単

位 に よ る 物 理 機 能 要 求 に 変 換 す る。 た だ し要 求 解 析

部 で は、1っ の 論 理 機 能 要 求 に 対 して、 複 数 の 物 理

機 能 要 求 へ 変 換 す る。

2.3選 択 部

選 択 部 で は、 複 数 の 物 理 機 能 要 求 を1っ の 物 理 機

能 要 求 に 絞 り 込 む。 こ の と き 複 数 の 論 理 機 能 要 求 を

解 析 し て 絞 り 込 み を 行 う。 こ の 絞 り込 み の 方 法 に 以

下 の 優 先 順 位 を 与 え る.

(1)CPUの フ ァ ミ リ ー に よ る 優 先

物 理 機 能 要 求 を1つ に 絞 り 込 み 当 た り、 設 計 す る

ハ ー ドウ ェ ア の 内 部 構 成 で 使 用 す るCPUに 着 目 す

る。CPU名 を キ ー ワ ー ド と して デ ー タ ベ ー ス の 検

索 を 行 い、 物 理 機 能 要 求 に 対 してCPUフ ァ ミ リ ー

系 の デ バ イ ス 名 を 優 先 的 に 割 り`当 て る.

(2)デ バ イ ス 数 に よ る 優 先

デ バ イ ス 数 優 先 と は、 ポ ー ト単 位 の 機 能 要 求 を1

つ の デ バ イ ス 単 位 の 機 能 要 求 に 絞 り込 む 上 で、 変 換

さ れ る 物 理 機 能 要 求 の 総 数 を 最 少 に す る もの で あ る.

こ の と き、 デ ー タ ベ ー ス の 検 索 の キ ー ワ ー ドは、1

っ の デ バ イ ス に 含 ま れ る ポ ー トの 数 と そ の ポ ー トの

モ ー ドで あ る.

2.4=一 べ ー ス

デ 一 夕 ペ ー ス の 構 造 は 木 構 造 型 で あ り、 そ の ノ ー

ドは 各 機 能 で 用 い ら れ る キ ー ワ ー ドを 示 す.デ バ イ

ス 選 択 機 能 で 用 い ら れ る デ ー タ ベ ー ス の 内 容 は、 デ

バ イ ス の 分 類、 デ バ イ ス の 仕 様tt'・'2,で あ る.表

1に デ バ イ ス 選 択 機 能 で 用 い る、 デ ー タ ベ ー ス 中 の

キ ー ワ ー ドの 具 体 例 を 示 す:

表1デ ー タ ベ ー ス の キ ー ワ ー ド

デ シ リア ル ・パ ラ レル
ハ
イ 入力 ・出力 ・双方向

ス
の 同期 ・非 同期 ・etc

分
類

デバイス名

デ
バ ボー ト数
イ
ス モ ー ド

の
仕
様

ファ ミリーのCPU名

一

本 報 告 で は、 デ バ イ ス 選 択 機 能 の 構 成 に つ い て 述

べ た。 こ の 機 能 に よ り、 ユ ー ザ は ハ ー ドウ ェ アの 設

計 に お い て 論 理 的 な 機 能 要 求 入 力 の 段 階 で、 具 体 的

な デ バ イ ス を 考 慮 す る 必 要 が な く な っ た.ま た、 選

択 部 に 優 先 順 位 を 与 え こ と に よ り、 ユ ー ザ は シ ス テ

ム の 仕 様 に 対 応 し た デ バ イ ス の 選 択 を 行 う こ と が 可

能 と な っ た.

今 後 の 課 題 と し て、2.3節(2)で 述 べ た デ バ

イ ス 数 優 先 の 実 現 と、 デ バ イ ス選 択 機 能 の 視 覚 化 に

関 す る 研 究 を 課 題 と す る。

雌 本 研 究 を 進 め る に 当 り、 日 頃 か ら お 世 話 に な

っ て い る 本 学 工 学 部 長 萩 三 二 教 授、 電 子 工 学 科 主 任

飯 田 昌 盛 教 授、 ま た、 多 く の 面 で ご 支 援 い た だ い た

情 報 処 理 振 興 事 業 協 会 殿 、(社)日 本 シ ス テ ム ハ ウ

ス 協 会 殿 、 立 石 電 機(株)殿 、 お よ び 研 究 室 の 皆 様

に 感 謝 の 意 を 表 し ま す.
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ン ス 支 援 シ ス テ ム シ ス テ ム の 構 造、 於 第39全 国
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デ ー タ ベ ー ス 登 録 例

汎用デバイスの概要、特徴、機 能概要

μPD7201A

8291A

8292

μPD3301

μPD7220A

MC6845

MSM6242S

MC6844

μPD7210
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汎 用 デ バ イ ス 名

メ ー カ 名

:μPD720'■A

:uPD7201Aト{PSC(MultiProtocolSerial

Controller)

製 造 メ ー .カ :日 本 電 気

概 要

非 同 期 、 ビ ッ ト型 同 期(HDLC、SDLC)、 バ イ ト型 同 期 等 多 くの プ ロ ト

コ ル を サ ポ ー ト して い る シ リ アル 伝 送 用LSIで あ る 。

特 徴

・全 二 重
。

・1Mbit/sec動 作 が 可 能 で あ る
。

・キ ャ ラ ク タ ・ビ ッ ト長 は5
、6、7、8bitが 可 能 。

・独 立2チ ャ ン ネ ル トラ ン ス ミ ッ タ/レ シ ー バ/モ デ ム 信 号 ・

・バ ッ フ ァ リ ン グ:Rxデ ー タ/ス テ ー タ ス ×4
、Txデ ー タ ×2

・パ リ テ ィ、CRC生 成/検 査 機 能 を 持 つ 。

・非 同 期

ス トッ プ ビ ッ トは1bit、1.5bit、2bitの3っ 。

送 受 信 ク ロ ヅク レ ー ト:×1、 ×16、 ×32、 ×64

・ビ ッ ト型 同 期(HDLC
、SDLC)

自動 零 挿 入/除 去 機 能

自 動 フ ラ グ 送 出 、 検 出 、 除 去 機 能

2次 局 、 グ ロー バ ル ア ド レス 検 出 機 能

・バ イ ト型 同期(MonoSync
、BiSync、ExtSync)

プ ロ グ ラ ム 可 能Syncキ ャ ラ ク タ

自動Syncキ ャ ラ ク タ 送 出 、 検 出 、 除 去 機 能

機 倉 旨 概 要

CPUとMPSC間 の デ ー タ転 送 方 法 は 、 割 り込 み 、DMAモ ー ド、 ポ ー リ ン

グ に よ る 方 法 の3つ が あ る 。
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汎 用 デ バ イ ス 名:829■A

メ ー カ 名:8291AGPIB(Talker/Listener)

製 造 メ ー カ:イ ンテ ル

概 要

8291Aは 、82× × シ リー ズ のGPIBリ ス ナ/コ ン トロ ー ラ の み の 機 能

を 持 つ 。 コ ン トロ ー ラ は8292と 組 で 使 わ れ る 。 イ ン テ ル フ ァ ミ リのLSIで

あ るが 各 種CPUと 接 続 が 比 較 的 容 易 で あ る 。

特 徴

・ トー カ/リ ス ナ機 能 を 持 っ て い る。

・機 能RL1 、PP2、DC1、DT1、CO、SH1、AH1、T5、TE5、

L3、LE3、SR1

・DMA動 作 が 可 能 で あ る 。

・2次 ア ド レ ス 受 信 が 可 能 で あ る

・EOS検 出 機 能 を 持 つ 。

機 倉 旨 概 要

デ ー タ 転 送 速 度 は 、 プ ロ グ ラ ム に よ っ て 設 定 可 能 で あ る。 ま た トー カ と リ ス ナ

動 作 で は 、 別 々 の1次 ア ド レス を 設 定 で き る 機 能 を 持 つ 。 ア ド レス モ ー ドは 、 ト

ー ク オ ン リ モ ー ド、 リ ス ン オ ン リ モ ー ド、 モ ー ド1、 モ ー ド2、 モ ー ド3の5通

り可 能 で あ る 。 た だ しモ ー ド1に は 、2通 りの 使 用 方 法 が あ る 。
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汎 用 デ バ イ ス 名 .:8292

メ ー カ 名:8292(GPIBController)

製 造 メ ー カ:イ ンテル

概 要

8292は8291Aと の 組 み 合 わ せ でk規 格 の コ ン トロ ー ラ の 全 機 能 を持 、つ 。

8292の み で は 、 コ ン トロ ー ラ 機 能 は な い 。8ビ ッ ト1チ ッ・プCPU8041

Aの 内 部ROMをGPIB用 に プ ロ グ ラ ム したLSI 。 実 行 ス ピ ー ドが 比 較 的 遅

い 。

特 徴

・GPIBコ ン トロー ラ規格 全機 能 を持 つ
。

機 自 差 概 要

8292は コ ン ト ロ ー ラ機 能 を 持 つ が 、8292の み で は 実 行 で き ず 、 必 ず8

291と 組 み 合 わ せ て 使 用 し な け れ ば な らな い 。 ま た、 トラ ン シ ー バ に8253

を2個 使 う こ と に よ り、 コ ン トロ ー ラ シ ス テ ム が で き る。

ま た 、 デ ー タ 転 送 に 同 期 して 、 コ ン トロ ー ラ の 機 能 を 発 生 す る こ と が で き る 。
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汎 用 デ バ イ ス 名:μPD330■

メ ー カ 名:uPD3301-1(CRTController)

製 造 メ ー カ:日 本 甑

概 要

μPD3301はCRTコ ン トロ ー ラ用LSIで あ る 。 キ ャ ラ ク タ をCRTに

表 示 す る機 能 を 持 つ が 、 ア トリ ビ ュ ー ト機 能 を使 っ て セ ミ グ ラ フ ィ ッ ク も 可 能 で

あ る 。

特 徴

・プ ロ グ ラ マ ブ ル な 画 面 構 成 機 能(文 字 数 、 行 数 が プ ロ グ ラ ム 設 定)

・ラ イ トペ ン機 能 を 持 っ て い る 。

・キ ャ ラ ク タ の 輝 度 強 調 機 能 が あ る。

・キ ャ ラ ク タ の リバ ー ス 機 能 が あ る。

・ア ト リ ビ ュ ー ト機 能 に よ る セ ミ グ ラ フ ィ ッ ク が 可 能 で あ る。

・i8080 、z80バ ス ・コ ン パ チ ブ ル

機 倉旨 概 要

ア トリビュ ー トは20箇 所/行 が指 定 可能 であ る。 また画面 構 成 は最 大80字

×64行 プnグ ラム 可 能 とな って いる。256種 の 文 字指 定 が 可能 で あ る。i8

080、Z80バ ス コ ンパ チ ブ ル なの で、 こ れ らのCPUと の 接続 が非 常 に容 易

で ある。
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汎 用 デ バ イ ス ・名

メ ー カ 名

製 造 メ ー カ

μPD7220A

uPD7220A(CRTController)

日 本 電 気

概 要

高 速 グ ラ フ ィ ック描 画 可 能 な 多機 能 なCRTコ ン トロ ー ラ。

特 徴

・高 速 グ ラ フ ィ ッ ク 描 画

・描 画 タ イ ミ ン グの 選 択 機 能

・イ ン タ レ ー ス/ノ ン イ ン タ レー ス 走 査 が 可 能

・自動 カ ー ソ ル シ フ ト機 能

・パ ニ ン グ ・ス ク ロ ー ル 機 能

・拡 大 表 示 、 描 画 機 能

・1/O 、FIFO内 臓

・主 記 憶 と は 独 立 した 映 像 メ モ リ の 直 接 制 御 が 可 能

・DMA機 能

・複 数 個 のGDCに よ る 映 像 制 御 が で き る外 部 同期 機 能

・十5V単 一 電 源

・Nチ ャ ン ネ ルMOS

機 倉旨 概 要

グ ラ フ ィ ヅ ク 描 画 速 度 は500ns/dot(8MHz時)で あ る。 映 像 メ モ

リ は 、 最 大256K×16bitで あ る 。
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汎 用 デ バ イ ス 名:MC6845

メ ー カ 名:MC6845(CRTController)

製 造 メ ー カ:モ トロー ラ

概 要

6800バ ス コ ン パ チ ブ ル の モ トロ ー ラ系CRTコ ン トロ ー ラ。HD4650

5は 、MC6845S上 位 コ ン パ チ ブ ル のLSIで あ る 。 ア ト リ ビ ュ ー ト、 カ ラ

ー の機 能 は .ない 。

特 徴

・画 面 構 成 、 カ ー ソ ル 機 能 は プ ロ グ ラ マ ブ ル で あ る

・ラ イ トペ ン機 能

・割 り込 み 、DMA、 ア ト リ ビ ュ ー ト、 カ ラ ー の 機 能 は な い 。

・キ ャ ラ ク タ ・ク ロ ッ ク:3 .OMHz、3,7MHz

・十5V単 一 電 源

・6800バ ス コ ン パ チ ブ ル

機 倉巨 概 要

画面 構成 は最 大256字 ×64行 で あ る。 ただ し、 水 平掃 引 周波 数 とCCI.K

に よっ て制 限 を受 け る。 キ ャ ラ ク タフ ォー マ ッ トの水 平 ドッ ト数 は 外部 回路 に て

決 め られ、 シ リアル/パ ラ レル変換 の ビ ッ ト数 で 定 まる 。
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汎 用 デ バ イ ス 名:MSM6242S

メ ー カ 名:MSM6242S(Rea1TimeClock)

製 造 メ ー カ:沖

概 要

MSM6242Sは 秒/分/日/曜 日/月/年 の カ レンダー機 能 を持 つLSI

で あ る。C-MOSデ バ イ スの ため低 消 費 電 流 で バ ッテ リ ・バ ッ ク ア ップ が 可能

で あ る。

特 徴

・ソ フ トに よ る30秒 の 補 正 が 可 能 。

・秒 一年 、 曜 日 の リ ア ル タ イ ム ク ロ ッ ク 。

・周 期 的 な 割 り込 み 機 能 を持 つ
。

・24時 間 制/12時 間 制 の 選 択 機 能 が あ る 。

・start/stopに よ る時 間 計 測 可 能
。

・水 晶 内 臓(32 .768kHz)

・ス タ ンバ イ 電 圧 ・電 流 が 小 さ い 。

・C-MOSで 製 造 さ れ て い る
。

機 倉旨 概 要

周期 的 な割 り込 み機 能 の周 期 は、1/64秒 、1秒 、1分 、1時 間 の4っ が 可

能 で あ る。 電 源 投 入時 は、 全 レジ ス タが 不定 とな る。
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汎 用 デ バ イ ス 名

メ ー カ 名

:MC6844

:MC6844DMAC(DirectMemoryAccess

Controller)

製 造 メ ー カ :モ ト ロ ー ラ

概 要

68系CPUに 適 合 す るDMAコ ン トロ ー ラ 。 独 立4チ ャ ネ ル の 各 チ ャ ネ ル が1

6bitの ・ア ド レス レジ ス タ を 持 っ て い る 。

特 徴

・独 立 した4っ のDMAチ ャ ネ ル を 持 っ て い る
。

・全 ア ド レス 空 間(65Kバ イ ト)ア ク セ ス 可 能 で あ る
。

・デ ー タ 転 送 レー トは最 高2Mバ イ ト/秒 で あ る
。ト

・第3チ ャ ネ ル か ら第0-2チ ャ ネ ル へ の デ ー タ チ ェ イ ン機 能 が 可 能 で あ る。

・CPUへ の 割 り込 み 、1/0装 置 へ・のDMA終 了制 御 が 機 能 を持 っ て い る 。

・DMA転 送 モ ー ド選 択 可 能 。

・チ ャ ネ ル 優 先 順 位 選 択 可 能 。

機 禽 旨 概 要

DMA転 送 モ ー ドは 、 ホ ー ル トバ ー ス トモ ー ド、 ホ ー ル トス チ ー ル モ ー ド、T

SCス チ ー ル モ ー ドの3種 類 が あ る 。 チ ャ ネ ル 優 先 順 位 と して 番 号 固 定 、 ま た は

ロ ー テ イ ト方 式 の 選 択 が 可 能 で あ る 。
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汎 用 デ バ イ ス 名:μPD72■0

メ ー カ 名:uPD7210(GPIBInterfaceController)

製 造 メ ー カi日 本 電 気

概 要

μPD7210は 、 工EEE488(1978年)の トー カ 、 リ ス ナ 、 コ ン ト

ロ ー ラ の 規 格 の 全機 能 が ザ ポ ー トさ れ た 多 機 能LSIで あ る 。

特 徴

・ ト ー カ ・ リ ス ナ ・ コ ン ト ロ ー ラ 機 能

・DMA動 作

・EOS検 出

・機 能SH1
、AH1、PP1、PP2、T5、TE5、DC1、DT1、C1、

C2、C3、C4、C5、L3、LE3、SR1

・ ア ド レ ス レ ジ ス タ 数2

・ ク ロ ッ ク 周 波 数1-8MHzサ ポ ー ト

・ ス テ ー ト 移 行 時 間 を プ ロ グ ラ マ ブ ル に 設 定 で き る
。

・2個 の ア ド レ ス レ ン ジ を 持 つ

機 倉旨 概 要

バ ス トラ ン シー バは 入 出 力の指 定 が 可 能 とな って いる。 ドーカ ア ド レス、 リス ナ

ア ドレス を個 別 に設 定 す る こ とが 可 能 とな っ てい る。
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